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例   言

1。 本書は平成 4年度県営回場整備事業に伴う古林第 4遺跡の報告で、平成 10年度発行の『古林第 4遺跡 I

(石器編 )』 で報告した部分を除く全ての報告である。なお、遺構出上の石器については図面のみを縮小

して再録した。観察所見等は前報告を参照願いたい。

2.本書所収の遺構図の トレース、製版、編集は (有)アルケーリサーチに委託し、計浪1、事実記載の一部及び

本書全体の編集を同じく (有 )ア ルケーリサーチに委託している。また、遺物の実測用写真、報告用スナ

ップ及び展開写真撮影を小川忠博氏に委託し、遺物実測の一部を (株)ア ルカに委託している。その他遺

物の実測を山下及び伊藤が、03054、 0054を 除く土偶については櫛原功一氏が作図したものを伊藤が

トレースし、遺物写真撮影の一部を渡邊が担当した。

3.本書の編集は伊藤が担当した。

4.本報告整理作業に山下大輔 (信州大学卒)が参加している。

5。 その他については『古林第 4遺跡 I』 を参照のこと。

例

1.遺構の名称は調査時のものをそのまま使用 している。

2.遺構 。遺物の縮尺は以下のとおりである。

住居跡-1/60 炉-1/30 土坑-1/30 溝 -1/100

遺物実測図 縄文土器-1/4 縄文土器拓影 -1/2、 1/4 土製品-1/2

上記以外のもの、特殊なものについてはその都度縮尺を表記 した。

3.遺構断面図中の基準線脇の数字は標高を表し、特に指示のないものは同一図版中では同一の標高である

ことを示 している。

4.遺構平面図中の網がけは被熟赤変部分を表す。

5.土層注記の色調は黒みの強いものから黒色→黒褐色→暗褐色→褐色→暗責褐色→黄褐色を用いた。
6.縄文土器実測図中の網がけは胎土に繊維を含むことを表 している。

7.遺物図版中O― OGと 表記 したものは出土グリッドを表す。
8。 その他必要に応 じてそれぞれ表記しておいた。
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1 調査の概要

古林第 4遺跡の調査の概要については『古林第 4遺跡 I(石器編)」 (以下『石器編』という。)① において

述べたところであるが、そこに述べたのは発掘調査時の所見を中心にしたもので、その後の一連の整理作業に

より若千の修正を要する部分が生じている。

まず調査時には気が付かなかったが『石器編』において報告したとおり、村内で初めて旧石器時代の遺物が

得られているほか、縄文時代前期前葉、後葉の遺物の存在が明らかになっている。これらは遺構に伴うもので

はなかったが、当時の人々をまさしく跡付けるものとして注目される。これらの遺物は第130図に示しておい

たが、0001～ 0010ま でが前期前葉のものであり00H～ 00131よ 前期後葉の遺物である。

0001～ 0009は 土器胎土に繊維を含むもので、0010は胎土に繊維が確認されなかった。0001は 日縁部の

資料で、無文。0006、 0007は単節縄文の施文が見られる。0008は条痕の施文が見られる。0011は単節LR

を地文としその上に沈線文を施す。日縁部の突起は剥落している。0012は 沈線文系のもので、0013は結節沈

線文。

中期中葉の集落は『石器編』で触れたとおり、環状もしくは馬蹄形状の集落と判断されるもので、土坑につ

いては覆土の残りに良好なものはないものの遺物の出土状態等から墓坑と判断されるものを含み、集落の纏ま

りがモデル的に捉えられる。これらの時期的変遷については F石器編』で既に触れたところであるが、その後

の資料整理により若千の修正を加えておきたい。

F石器編』では中期中葉の遺物を6時期に細分しているが、その内容、概念的なものに大きな変更はないが

細部において見直しが必要と考えている。例えば、『石器編』において I期 としたものの細分の可能性を指摘

しておいたが、現在では別校②で分析したとおり2段階に細別できるものと考えている。即ち『石器編」で I

期として 5、 8、 12号住居跡を挙げておいたが、このうち 12号住居跡を古い段階に位置付けておきたい。ま

た、6、 7、 10号住居跡についてはその後の整理作業によりⅣ期としたものを主な出土遺物からⅡ期に組み

入れたい。既にこの集落の変遷については『石器編』以外に『山梨県史』③においても紹介されている。混乱

を来した部分については深謝し、訂正を請うものである。なお、出土遺物から同一時期と判断される遺構間で

も近接しすぎていて同時存在し得ないものとしてH期の 9、 16号住居跡が挙げられるが、ここでは後に記載

のとおり09040の接合関係から9号住居跡の埋没が先行するものと判断している。更にV期 としたものの時

間幅の問題が挙げられる。『石器編』で提示したものに前後の時期の混在が見られるが、曽利 I式 と共伴し得

ない井戸尻式の新しい部分を念頭に置いた時間幅で設定したものである。今後、更に遺物の編年研究、ある

いは遺構間接合関係の分析等を通して集落分析の深化を図る必要を感じている。

中期後葉の遺構は土坑のみが単独で検出されている。これらの土坑は遺物の出土状況等より土坑墓と考えら

れるが、墓域のみを集落 (居住)域から離れて形成する例は村内では甲ツ原遺跡第 5地点でも確認され、時期

的にも同時期の中期終末に該当している。今後注目していく必要があろう。

中近世の集落はE～ H-7～ 9グ リッドを中心に展開しているが、石組み井戸が D・ E-5グ リッドから検

出されていることや、明らかに縄文時代以降の土坑が他の地点から検出されていることから更に同時期の遺構

が広がりを見せる可能性が高い。ただし、遺物の含まれた土坑はほとんどないことから、その帰属を明らかに

することは困難である。
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第 1図 周辺の地形と遺跡の分布
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網は調査対象地区

第 2図 調査対象地区と施工計画図 (S=1/2,000)
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2 遺構と遺物
遺構観察所見

住居跡

1号住居跡

位置 D・ E-1・ 2グ リッド。調査区内最北に位置する。南東 4mに 19号住居跡が存在する。 形態

楕円形 規模 長軸 690m、 短軸 6.06mを測る。壁高は 18～24cmを 測る。 主軸 N-15° ―W 床面

斜面に沿って北東から南西に穏やかに傾斜する。 周溝 西狽↓住居壁及び住居北側に部分的にみられる。

炉 住居中央部よりやや北側に偏 して 110× 75cm、 深さ24cmを 測る石囲い炉が検出された。炉石は扁平

な幅広の礫が使用されている。 柱穴 21本検出されている。 その他の遺構 住居南西部に地山造 り出し

によりベッド状遺構を構築する。また、住居北東部に一部柱穴間を結ぶ溝が検出されている。 遺物出土状

況 住居中央やや南側に偏 して覆土中にレンズ状に多量の遺物が出土。01006、 01013は 2号住居跡と、

01001、 01003、 01008、 01017は 19号住居跡と接合関係を持つ。また、住居南狽↓出土の石柱はベッ

ド状遺構直上、 01018は住居西狽1床直出土。

2号住居跡

位置 BoC-2グ リッド。南東 5,3mに 3号住居跡が存在する。 形態 ほぼ円形 規模 長軸 516m、

短軸 4.38mを 測る。壁高は 9～ 12cmを 測る。 主軸 N-5° 一W 床面 緩やかな斜面に沿つて北東か

ら南西に穏やかに傾斜する。 周清 なし。 炉 住居西側に偏 して 87× 75cm、 深さ 28.5cmを 測る石囲
い炉が検出された。炉石は 25～30cm前後の均一的な礫で、方形に配置されている。 柱穴 6本検出され

ている。 遺物出土状況 住居中央～西側に偏 して覆土中から多量の遺物が出土。先述の 1号住居跡との接

合関係の他、02018が 1号住居跡と、 02021が 3号住居跡と接合関係を持つ。また、住居南東部床直から

無頭の石棒が出土している他、ヒスイ製の石笛 (?)が住居跡北東部、床面より若千浮いて出土 している。

3号住居跡

位置 C-2・ 3グ リッド。北西 5,3mに 2号住居跡が存在する。 形態 楕円の長軸の一部がやや突出し

た形のプラン 規模 長軸 5.28m、 短軸 468mを 測る。壁高は 15～30cmを 測る。 主軸 N-86° 一E

床面 斜面に沿つて北から南に傾斜する。 周溝 なし。 炉 住居ほぼ中央部に 114×96cm、 深さ 15

cmを 測る方形の石囲い炉が検出された。北側は一部のみ石が残っている。他三方は 60～40cm前後の石柱状

の巨礫が配置されている。 柱穴 6本検出されている。この内ピット5、 6は遺物出土状況より貯蔵穴状
の機能が想定されようか。位置関係から南東部で掘 り足らずか。 遺物出土状況 住呂東側から西側へ流れ

込むような形で多量の遺物が出土。03013は ピット3、 4、 5、 炉内、覆土中から出土したものが接合。03004、

03054は 遺I寺クトか。

4号住居跡

位置 B-5グ リッド。南東部で 5号住居跡を切つている。 形態 住居東南部を削平されているため詳細
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は不明であるが、残存部から考えて楕円形のプランを呈するものであろう。 規模 長軸 498m、 短軸 4.38

mを浪1る 。壁高は 24cmを 測る。 主軸 N-5° 一W 床面 斜面に沿って北から南に穏やかに傾斜する。

周溝 なし。 炉 住居北狽1に偏 して 57× 54cm、 深さ 10 5cmを 測る方形の石囲い炉が検出された。幅

広の扁平な礫が東西の炉石となっている。北側の炉石は残っていない。 柱穴 7本検出されている。 遺

物出土状況 住居跡北側から南側へ流れ込むように遺物が出土。

5号住居跡

位置 B-5グ リッド。北西部を 4号住居跡により切られている。南東 32mに 6号住居跡が存在する。

形態 住居全域を削平されているため詳細は不明であるが、ピットの配列や炉跡の位置から考えてほぼ円

形のプランであろうと想定される。 規模 現存部で長軸 5.22m、 短軸 5,16mを 沢1る 。壁はほとんど残存

していない。 主軸 N-64° 一E 周溝 不明。 炉 住居推定中央部よりやや北側に偏 して 57× 5盈m、

深さ 7.5cmを 預1る石囲い炉が検出された。南西隅は長さ26cmと 31cmの細長状の礫により正角が形成され

ているが、他は弧を描 くように小ぶりの礫が配置されている。 柱穴  9本検出されている。この内、ピッ

ト5を 入口施設と仮定すると 5本主柱穴で住居主軸、入口方向、炉正面観がほば一致する形態となるが、覆

土の状況や掘上がりの形状、規模から他の主柱穴としたものと隔たりはない。ここでは 6本主柱穴の構造を

想定したい。 遺物出土状況 住居跡推定プランの南狽1に偏 して出±。 05003は 遺構外か。

6号住居跡

位置 B-6グ リッド。北西 3.2mに 5号住居跡、西 2.lmに 7号住居跡、南 34mに 13号住屋跡が存在す

る。 形態 北東部が扁平な円形 規模 長軸 4.02m、 短軸 378mを 測る。壁高は 12～ 18cmを 測る。

主軸 N-87° 一E 床面 斜面に沿って北から南に穏やかに傾斜する。炉を挟み南北で高低差がある。

周溝 なし。 炉 住居中央部に 73×63cm、 深さ 10cmを測る炉が検出された。堀方の観察から地床炉と

判断される。 柱穴 5本検出されている。 遺物出土状況 住居跡中央、覆土下層を中心に遺物が分布。

06007は 16号住居跡と接合関係を有する。

7号住居跡

位置 A・ B-6グ リッド。東 2.lmに 6号住居跡、南東 4.8mに 13号住居跡が存在する。 形態 住居南

西半分を削平されてお り詳細は不明であるが、ピットの配列や炉跡の位置から考えてほぼ円形のプランが想

定される。 規模 現存部で長軸 4.32m、 短軸 399mを 測る。壁高は 18cmを測る。 主軸 N-90°

E 周溝 なし。 炉 住居南東側に偏 して 57×51cm、 深さ 10 5cmを測る方形の石囲い炉が検出された。

桂穴 7本検出されている。 遺物出土状況 住居跡北側から南側への遺物の流れ込みが想定される。

3号住居跡

位置 D-7グ リッド。南西3.6mに 16号住居跡、南 2.3mに 14号住居跡、東 48mに 12号住居跡が存在

する。 形態 楕円形の長軸側の一部がやや突出したプラン。住居南側プラン内に地山の巨礫が露出してい

る。 規模 長軸 480m、 短軸 402mを 測る。壁高は 18 cmを測る。 主軸 N-27° 一E 床面 緩や

かな斜面に沿って北から南に穏やかに傾斜する。住居跡中央部が若干低 くなる。 周溝 なし。 炉 住居

中央部よりやや北側に偏 して 51×45cm、 深さ 9 cmを測る石囲い炉が検出された。東狽1では炉石の代わりに
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土器片が炉壁に沿って見つかっている。北側は石が残っていない。 柱穴 4本検出されている。 遺物出
土状況 住居中央、覆土中位に遺物が集中。

9号住居跡

位置 B・ C-8グ リッド。調査区最南端に位置する住居跡であり、北西 46mに 15号住居跡、北東 21mに
16号住居跡が存在する。 形態 不整円形 規模 長軸 678m、 短軸 6.06mを 測る。壁高は 24～48cm
を測る。 主軸 N-3° 一W 床面 北壁から炉までは穏やかに傾斜 して下 り、炉以南ではほぼ水平に構築
されている。 周溝 なし。 炉 住居ほぼ中央部に 69× 60cm、 深さ 12 cmを 測る炉が検出された。本来
掘方の形状から石囲い炉と考えられるが炉石は北側に 18cm前後の石が残るのみで、他は抜 き取られている。

炉掘方全面が被熟赤変する他、炉周辺に大きく地床炉状に地山の被熟赤変部分が広がる。 柱穴  15本検
出されている。放射状に分布する部分があることから、住居の拡張が行われたものと判断される。 遺物出
土状況 住居中央、覆土中位から多量の遺物が出土。総出土量は整理箱で 5箱程度であった。09009、 09010、
09040が 16号住居跡と接合関係を有する。この内 09040の上偶は頭部のみこの住居跡から出土 し、然部が

16号住居跡から出土 している。この頭部が 9号住居跡南壁近 く、住居埋没の 1次堆積層と考えられる三角

形の土層中からの出土であるのに対 し、体部は 16号住居跡の覆土中位からの出上であることからこの住居

に帰属させた。また、住居北東部床直から石柱が出土している。

10号住居跡

位置 D-8グ リッド。北西 0.8mに 14号住居跡、北東 2,7mに 11号住居跡が存在する。 形態 東・南
狽1を削平されているため詳細は不明である。 規模 現存部で長軸 294m、 短軸 2.46mを 測る。壁はほ
とんど残存 していない。 主軸 不明。 床面 斜面に沿って北から南に傾斜する。 周清 なし。 遺物
出土状況 住屋中央部から出土。

11号住居跡

位置 DoE-7・ 8グ リッド。南西 27mに 10号住居跡、北 0.8mに 12号住居跡が存在する。 形態
西・南側を若千削平されているが、残存部の形状から考えてほぼ円形のプランが想定されよう。南東部は4

号溝により切られている。 規模 現存部で長軸 474m、 短軸 4,68mを 測る。壁高は 3 cmを 測る。 主軸
N-30° 一W 床面 斜面に沿って北から南に穏やかに傾斜する。 周清 なし。 炉 住居北側に偏 し
て 63× 60cm、 深さ 15cmを測る方形の石囲い炉が検出された。炉石は北と西側で残っている。北側は炉石
として有頭石棒が利用されている。炉南側に地床炉状の地山被熱赤変部が広がる。 桂穴 4本検出されて
いる。 遺物出土状況 住居北西部床直から石柱出土 している他、 ■ Oolが炉東側床直から出土。

12号住居跡

位置 D・ E-7グ リッド。西 4.8mに 8号住居跡、南 0,8mに 11号住居跡が存在する。 形態 一隅が九
みの強い隅九方形のプラン 規模 長軸 432m、 短軸 3.96mを測る。壁高は 12 cmを 測る。 主軸 N―
5° 一W 床面 ほぼ水平に構築される。 周溝 なし。 炉 住居中央部よりやや北側に偏 して54× 51cm、
深さ 12 cmを測る方形の石囲い炉が検出された。炉石は細長い礫が使用されている。 柱穴 7本検出され
ている。この内ピット4は形状及び遺物出土状況から貯蔵穴としての機能が想定される。 遺物出土状況
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住居中央、覆土中～下位から集中して出土。

13号住居跡

位置 B・ C-6・ 7グ リッド。北 3.4mに 6号住居跡、北西 48mに 7号住居跡、南西 025mに 15号住

居跡、南東 2.5mに 16号住居跡が存在する。 形態 円形の北東部が突出したプラン 規模 長軸 510m、

短軸 4.86mを 測る。壁高は 12～ 18cmを 測る。 主軸 N-36° 一W 床面 緩やかな斜面に沿って北か

ら南に穏やかに傾斜する。 周溝 なし。 炉 住居中央部よりやや北狽1に偏して 84× 78cm、 深さ 15cmを

測る方形の石囲い炉が検出された。内側は細長い形状の礫で囲み、その外狽1に 20cm～拳大の礫を配してい

る。また、南東部に接 して地床炉状の地山赤変部が広がる。 柱穴  14本検出されている。 遺物出土状

況 住居跡中央、覆土下層から集中して遺物が出土。

14号住居跡

位置 C・ D-7,8グ リッド。北 23mに 8号住居跡、西に近接 して 16号住居跡、南東 08mに 10号住

居跡が存在する。 形態 円形の南東側が張 り出した形のプラン 規模 長軸 6.42m、 短軸 5,82mを 測
る。壁高は 12～36cmを 測る。 主軸 N-55° 一W 床面 ほぼ水平に構築される。 周清 なし。 炉

住居中央部よりやや北西狽1に偏 して 72× 66cm、 深さ 15cmを 測る方形の石囲い炉が検出された。炉石は

扁平で幅広の礫が使われている。炉の東狽1に接 して地床炉状の浅い掘 り込みが存在する。炉の改変によるも

のと考えられる。 桂穴 8本検出されている。 遺物出土状況 住居プラン外縁部からの出土が多 く、他
の住居跡の遺物出土状況とは大きく異なる。14008は住居奥壁寄 りから完形で正位で出土。床直に置かれた

石の上に置かれた状況か。 特記事項 炭化材や焼土の分布から焼失家屋の可能性あり。覆土堆積、遺物出

土状況も他の住居跡とは異なり、いわゆる吹上パターンとは考えられない。また、出土土器中二次焼成を受

けているものが日立つ。当時の日常の土器の管理状況を考える時、示唆的である。

引5号住居跡

位置 B-7グ リッド。北東 025mに 13号住居跡、東 3.6mに 16号住居跡、南東 4.6mに 9号住居跡が

存在する。 形態 不整円形 規模 長軸 4.44m、 短軸 414mを 測る。壁高は 12～24cmを 測る。 主軸
N-6° 一W 床面 ほぼ水平に構築されるが、北～西壁に沿って造 り出しによるテラスが存在 し段差を生

じさせている。 1号住居跡と同様、ベッド状の遺構 と判断したい① 周溝 なし。 炉 住居ほぼ中央部に

66× 51cm、 深さ 18cmを 測る石囲い炉が検出された。 柱穴 2本検出されている。 遺物出土状況 住

居中央、覆土中位からの出土が多い。また、住思北東部床直から石柱が出土している他、 15003は 住居南

東部壁際からほぼ完形で床直から出土 している。また、15021は 炉の南西部床直からの出土である。15018

は破片となって覆土中の出土。

16号住居跡

位置 C-7・ 8グ リッド。北西 2.5mに 13号住居跡、西 3.6mに 15号住居跡、南西 2.lmに 9号住居跡、南

西に近接 して 14号住居跡、北東 36mに 8号住居跡が存在する。 形態 楕円形 規模 長軸 8,16m、 短軸

6.60mを 測る。壁高は 24～42cmを 測る。調査区内最大の規模をなす。 主軸 N-0° 一W 床面 ほぼ

水平に構築される。 周溝 なし。 炉 住居中央部よりやや北側に偏 して 81× 73 5cm、 深さ 15cmを 測



る方形の石囲い炉が検出された。この炉を一部壊す形で柱穴状のピットが存在するが、この住居に伴うもの

か不明。また、この炉の周囲に左右対称の位置に小ピットが 4本検出されている。炉に伴う何 らかの施設で

あろうか。 柱穴  19本 を調査時に認識 していたが、完掘状態で 32本存在 していた。規模、配置にバラつ

きが見られ、改修等も想定されるが、概ね 8本主柱穴と2本の出入口施設として捉えられようか。 その他

の施設 住居l■北側から東南側に柱穴間を結ぶ間仕切状の溝がみられる。北恨1では小規模の 1本を含め 3本

並行して確認されている。また濤は掘 られていないが、これと連結 して間仕切状の段差が全周する。 遺物

出土状況 住居中央、覆土上～中位から多量の遺物が出土。総出土量は整理箱 10箱程度で、本集落跡中最多

の出土量である。 16023が 14号住居跡と、 16043、 16051が 15号住居跡と、 16076が 3号住居跡と接

合関係、もしくは同一個体片が出土 している。 09040の 出土状況については前述。

17号住居跡

位置 F・ G-3グ リッド。南西 2.lmに 18号住居跡、北西 12

円形。南東側を10号溝に切 られている。 規模 長軸 438m、

る。 主軸 N-12° 一W 床面 北から南に若干傾斜する。

×67.5 cln、 深さ 18 cmを 測る石囲い炉が検出された。 柱穴

～覆土下層を中心に遺物が分布。

mに 19号住居跡が存在する。 形態 ほぼ

短軸 4.35mを 測る。壁高は 15～ 18 cmを測

周溝 なし。 炉 住居ほぼ中央部に 78

4本検出されている。 遺物出土状況 床直

18号住居跡

位置  F・ G-4グ リッド。北東 2.lmに 17号住屋跡が存在する。 形態 北側を除いて削平されているた

め詳細は不明である。 規模 現存部で長軸 522m、 短軸 1.32mを測る。壁高は 6 cmを 測る。 主軸

不明。 床面 残存部ではほぼ水平に構築されている。 周清 現存部では検出されていない。 炉 現存

部では検出されていない。 柱穴  1本検出されている。 遺物出土状況  18001は 住居北側床直から出土。

19号住居跡

位置 E-2・ 3グ リッド。北西 4mに 1号住居跡、南東 12mに 17号住居跡が存在する。 19号住居跡北

寄 り3分の 2を 占めて 20号住居跡が内在する。 形態 楕円形 規模 長軸 793m、 短軸 6.37mを 測る。

壁高は 18～36cmを測る。 主軸 N-36° ―E 床面 ほぼ水平に構築される。 周溝 なし。 炉 住

居ほぼ中央部に66× 45cm、 深さ 12 cmを 測る石囲い炉が検出された。北東側に露出する巨礫を炉石として

利用している。他の炉石は抜 き取られている。 柱穴 調査時に 16本 を認識 していたが、最終的に 19本検

出している。この内 1、 2、 3、 4、 5、 6、 12、 13、 16が主柱穴、 7は入口施設であろうか。 遺物

出土状況 覆土上～中位を中心に遺物が出土。 1号住居跡出土遺物と接合関係を有する。

20号住居跡

位置 E-2・ 3グ リッド。 19号住居内に存在する。 形態 胴張 りの隅丸方形。 規模 長軸 4.38m、

短軸 4.08mを 測る。壁はほとんど残存 していない。 主軸 N-52°一W 周清 住居東側を除いて断続的

に周溝が巡る。 炉 住居中央部よりやや北側に偏 して 78× 5 7 cln、 深さ 13 cmを 測る方形の石囲い炉が検

出された。 桂穴 9本検出されている。 遺物出土状況 床面を 19号住居跡 と共有することから炉直上

の 20001の み。
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土坑

調査時の混乱のため、一部欠香のものもあるが以下調査時の番号順に記述を進める。形状的に本来複数の

土坑から構成されるものと想定できるものもあるが、調査時の認定に依った。また、調査区北偵」のDoE―

2・ 3区 を中心に主に 2号溝の影響によると考えられる多数のシミ状の落ち込みが確認されているが、最終

的には掘 り上が りの形状、遺物の出土状態から土坑の認定を行った。

1号土坑 B-7区 に位置する。長軸 138cm、 短軸 114cmの楕円形の土坑である。深さは 30cmを 測る。

1層 中より0055出土。

2号土坑 B-7区 に位置する。長軸 80cm、短軸 66cmの不整円形のプランを呈している。深さは 22cmを 測る。

3号土坑 A-7区 に位置する。長軸 79cm、 短軸 56cmの楕円形のプランを呈 している。深さは 9cmを測る。

4号土坑 A・ B-7区 に位置する。径 62cmの ほぼ円形のプランを呈 し、深さは 1lcmを測る。

5号土坑 B-5区 に位置する。長軸 107cm、 短軸 74cmの楕円形のプランを呈 している。深さは 33cmを測る。

6号土坑 D-8区 に位置する。長軸 186cm、 短軸 145cmの楕円形のプランの土坑である。深さは 36cmを

測る。底面に若千の段差がみられる。調査前に石造物が設置された付近にあり (図版 2参照 )、 関連施設を想

定 して調査に当ったがその関連性については不明。

7号土坑 D-7区 に位置する。長軸 55cm、 短軸 42cm、 深さ21cmを 測る。南東側は巨石が土坑の一部と

なり、開口部と壁面の一部を形成 している。 8号住居跡構築以前の遺構 と考えられる。

8号土坑 F-9区 に位置する。長軸 128cm、 短軸 114cmの不整楕円形のプランを呈 している。深さは 19

cmを 測る。

9号土坑 G-9区 に位置する。長軸 138cm、 短軸 68cmの不整楕円形のプランを呈 している。深さは 18cm

を測る。底部南東隅には長さ 60cmに わたり礫が露出している。

刊0号土坑 G・ H-8区 に位置する。長軸 147cm、 短軸 141cmの楕円形のプランの上坑である。深さは 34

cmを 測る。

11号土坑 F-7区 に位置する。長軸 74cm、 短軸 66cmの不整円形のプランを呈している。深さは36cmを測る。

12号土坑 F-7区 に位置する。長軸 69cm、 短軸 67cmの不整円形のプランを呈している。深さは81cmを測る。

13号土坑 F-7区 に位置する。北側で 14号土坑と複合しているが先後関係不明。長軸 102cm、 短軸 76

cmの不整楕円形のプランを呈 している。深さは 56cmを 測る。南東部に礫 (47× 33cm)が露出している。

14号土坑 F-7区 に位置する。南側を 13号土坑と複合しているが先後関係不明。残存部で長軸 54cm、 短

軸 44cm、 深さは 56cmを沢1る 。

15号土坑 F-7区 に位置する。北東側を 16号土坑と複合 しているが先後関係不明。残存部で長軸 108cm、

短軸 58cmを 測る。

16号土坑 F-7区 に位置する。南西側で 15号土坑と複合 しているが先後関係不明。長軸 96cm、 短軸 71

cmの楕円形のプランを呈している。楕円形の両端内側にそれぞれピットが穿たれている。

17号土坑 E-7・ 8区に位置する。長軸 180cm、 短軸 151cmの不整楕円形のプランを呈 している。深さ

は 119cmを 測る。壁面、底部に礫 4個 (長 さ 16～ 78cm)が露出している。

18号土坑 F-7区 に位置する。20号土坑 と複合 しているが先後関係不明。残存部で長軸 84cm、 短軸 69

cm、 深さは 24cmを 測る。
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19号土坑 H-7区 に位置する。長軸 96cm、 短軸 90cmの 楕円形のプランの上坑である。深さは 126cm
を測る。土坑底部の南側に偏 して小ピットが穿たれている。

20号土坑 F-7区 に位置する。北側で 18号土坑 と複合 しているが先後関係不明。南側も21号土坑 と切 り
合うが、先後関係は明確でない。長軸 132cm、 短軸 114cmの 楕円形のプランの土坑である。深さは 63cm

を測る。壁面、底面にはおよそ 40～80cm大の礫 5個が露出している。

21号土坑 F-7区 に位置する。北側で∠号土坑と接 し、南狽1で 22号土坑 と切 り合うが、先後関係は不明。
残存部で長軸 81cm、 深さは 60cmを測る。底面に直径 35cmほ どの礫が露出している。

22号土坑 F-7区 に位置する。北側で 21号土坑と切 り合う (先後関係不明)。 残存部で長軸 99cm、 深さ
は 67cmを 測る。 65× 50cmほ どの礫が露出し、底面を形成 している。

23号土坑 F-7区 に位置する。北側で 24、 25号土坑と複合 しているが先後関係不明。長軸 135cm、 短軸
11lcmの不整楕円形プランを呈 し、深さは 42cmを測る。底部北狽]は 60× 8 0cmほ どの礫が露出して

底面を形成し、全底面の半分以上を占めている。

24号土坑 F-7区 に位置する。南側を 23号土坑と、東側で 25号土坑 と切 り合っている (先後関係不明 )
ため、残存部分はわずかである。残存部で長軸 108cm、 短軸 48cmを測る。

25号土坑 F-7区 に位置する。南側を変号土坑と、東隅部分を 26号土坑 と、更に西側で 24号土坑と切 り
合うが、いずれも先後関係は不明。残存部で長軸 138cm、 短軸 123cm、 深さは 30cmを 測る。

26号土坑 F・ G-7区 に位置する。南西狽Iで 25号土坑と複合 しているが先後関係は不明。形態から考え
て、3基の上坑により構成されている土坑である。そのため底部には段差がみられる。長軸 78cm、 短軸 66

cmの不整形を呈 し、深さは 42cmを測る。

27号土坑 FoG-7区 に位置する。北側で 28号土坑と切り合うが、先後関係は不明。壁面はほぼ垂直に
立ち上がっている。底部には 27・ 28号両土坑にわたって礫 (99× 54cm)が露出している。残存部で長軸 96

cm、 短軸 75cm、 深さは 54cmを 測る。

28号土坑 F,G-7区 に位置する。南側で 27号土坑と切り合うが、先後関係は不明。壁面はほぼ垂直に
立ち上がっている。底部には 27・ 笈号両土坑にわたって礫 (99×54cm)が露出している。残存部で長軸 84

cm、 短軸 75cm、 深さは 75cmを 測る。

29号土坑 G-7区 に位置する。東側で 30号土坑と、北側で 31号土坑と切 り合うが、先後関係は不明。壁
面から底部にかけて礫 (66×48cm)が露出している。残存部で長軸 93cm、 短軸 84cm、 深さは72cmを
測る。

30号土坑 G-7区 に位置する。西側を29号、北側を31号土坑と複合しているが先後関係は不明。残存部
で長軸 87cm、 短軸 72cmを測る。

31号土坑 G-7区 に位置する。西側で 29号土坑と、南側で 30号土坑と切り合うが、先後関係は不明。壁
面に礫が露出している。

32号土坑 G-7区 に位置する。北東側で 44号土坑と複合しているが先後関係は不明。2基の土坑から成
るものと考えられるがその先後関係は不明。北側のものが深く、深さ30cmほ どの段差が確認されている。長

軸 57cm、 短軸 45cm、 深さは51cmを 測る。

33号土坑 欠香

34号土坑 G-7区 に位置する。西側で 44号土坑と切り合う (先後関係不明)。 土坑内には礫が露出してい
る。残存部で長軸 99cm、 短軸 75cm、 深さは36cmを 測る。
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35号土坑 G-7区 に位置する。東側土坑外周部を 36号土坑と複合 しているが先後関係は不明。残存部で
長軸 99cm、 短軸 96cmの ほぼ円形のプランを呈 している。

36号土坑 G-7区 に位置する。東南隅をピットと、西側で 35号土坑 と複合 しているが先後関係は不明。底
部に30cmほ どにわたり礫 1個が露出している。残存部で長軸 120cm、 短軸 l Hcm、 深さは 42cmを 測る。

37号土坑 G-7区 に位置する。北狽1で 45号土坑と複合 しているが先後関係は不明。底部及び底部付近で
礫 5個が露出している。長軸 123cm、 短軸 96cm、 深さは 117cmを 測る。

38号土坑 F,G-7区 に位置する。東側で 45号土坑と複合 しているが先後関係は不明。底部は、90× 90
cmの範囲で礫が突出しており、底面のほぼ全域を占めている。径 114cmの 円形を呈 し、深さは 51cmを 測

る。

39号土坑 G-6・ 7区 に位置する。土坑中に多量の 6～ 20cm大の礫がみられる集石土坑である。長軸 96
cm、 短軸 87clmの 不整円形を呈 し、深さは 12cmを 測る。

40号土坑 G-7区 に位置する。長軸 83cm、 短軸 46cmの 不整楕円形のプランを呈し、深さは 41cmを 測
る。底部に段差がある。

41号土坑 G-7区 に位置する。南側で 42号土坑と切 り合い (先後関係不明 )、 42号土坑の方が浅 く、41
号土坑に姑 してテラス状を呈 している。残存部で長軸 lHcm、 短軸 60cm、 深さは 93cmを 測る。

42号土坑 G-7区 に位置する。北側で 41号土坑と切 り合う (先後関係不明 )。 残存部で長軸 105cm、 短
軸 75cm、 深さ45cmを 沢↓る。

43号土坑 G-7区 に位置する。北東側土坑外周部にかかって礫 (84×57cm)が露出している。南側に小
ピット2基が穿たれている。径 159cmの 円形のプランを呈 している。深さは 24cmを 測る。

44号土坑 G-7区 に位置する。東側で 34号土坑と切 り合う (先後関係不明 )。 東南隅には直径 40cmほ ど
のピットが穿たれている。残存部で長軸 148cm、 短軸 84cmを 測る。残存底部中央部分に礫が突出している

(長 さ84cm、 高さ42cm)。

45号土坑 G-7区 に位置する。南、東側をそれぞれ 37号、38号土坑 と複合 しているが先後関係は不明。底
部には、表面の平坦な礫 (108×51cm)が傾斜 して露出している。残存部で長軸 168cm、 短軸 129cmを 測る。

46号土坑 F-5区 に位置する。長軸 75cm、 短軸 59cmの不整形のプランを呈 している。深さは 37cmを
測る。 2基の上坑で構成されているものと考えられ南北で底部に段差がある。

47号土坑 F-5区 に位置する。長軸 113cm、 短軸 68cmの不整形のプランを呈 している。深さは315
cmを 測る。 2基の土坑で構成されているものと考えられ南北で底部に段差がある。

48号土坑 F-5区 に位置する。長軸 82cm、 短軸 72cmの不整方形のプランを呈している。深さは23cmを測る。
49号土坑 F-5区 に位置する。南側を 50号土坑と複合しているが先後関係は不明。残存部で長軸 95cm、
短軸 88cm、 深さ 17cmを 測る。

50号土坑 F-5区 に位置する。北側で 49号土坑と複合しているが先後関係は不明。長軸 95cm、 短軸 90
cmの不整円形のプランを呈 し、深さは 20cmを 測る。

51号土坑 F-5区 に位置する。南西側を52号土坑と複合しているが先後関係は不明。残存部で長軸 90cm、
短軸 45cm、 深さ 18cmを 測る。

52号土坑 F-5区 に位置する。北東側で 51号土坑と複合 しているが先後関係は不明。長軸 126cm、 短軸
117cmの 不整楕円形のプランを呈 している。深さは 9 cmを 測る。土坑東側、確認面近 くより0014出土。

53号土坑 F-5区 に位置する。南東側で 62号土坑と切 り合っているが、先後関係は不明。残存部で長軸



170cm、 短軸 151cmの不整形のプランを呈 し、深さは 3 5clmを 測る。底部中央より南東に偏 して小 ピット

が穿たれている。

54号土坑 F-5区 に位置する。長軸 107cm、 短軸 80cmの不整楕円形のプランを呈し、深さは 12cmを 測る。

55号土坑 F-5区 に位置する。長軸 118cm、 短軸 89cmの不整形のプランを呈 し、深さは 15cmを 測る。

56号土坑 F-5区 に位置する。南側を 57号土坑と複合 しているが先後関係は不明。残存部で長軸 63cm、

短軸 51cm、 深さ 12cmを 波1る 。

57号土坑 F-5区 に位置する。北、南側でそれぞれ 56号、 58号土坑と複合 しているが先後関係は不明。

長軸 144cm、 短軸 84cmの不整楕円形のプランを呈 している。深さは 27cmを 測る。

58号土坑 F-5区 に位置する。北側土坑外周部を 57号土坑 と複合 しているが先後関係は不明。残存部で

長軸 99cm、 短軸 78cmの不整円形のプランを呈 し、深さは 27cmを測る。

59号土坑 F-5区 に位置する。径 108cmの 円形のプランを呈 し、深さは 27cmを 測る。

60号土坑 F-5区 に位置する。長軸 108cm、 短軸 72cmの 楕円形のプランを呈 している。深さは 15cm

を測る。土坑東側、覆土中位から0015出土。

61号土坑 F-5区 に位置する。長軸 54cm、 短軸 48cmの不整楕円形のプランを呈し、深さは 1lcmを 測る。

62号上坑 F-5区 に位置する。北側で 53号土坑と切 り合つているが、先後関係は不明。残存部で長軸 99

cm、 短軸 66cm、 深さ 37cmを 測る。

63号土坑 F-5区 に位置する。長軸 68cm、 短軸 56cmの 楕円形のプランを呈している。深さは 15cmを 測る。

64号土坑 F-5・ 6区 に位置する。長軸 86cm、 短軸 60cmの楕円形のプランを呈し、深さは 7 cmを 測る。

65号土坑 F-5。 6区 に位置する。長軸 210cm、 短軸 168cmの 不整楕円形のプランを呈 している。深

さは35cmを 測る。土坑外周部北西隅及び底部南側に長さ46～ 50cmほ どの礫 4個が露出している。

66号土坑 F-6区 に位置する。長軸 174cm、 短軸 100cmの 不整楕円形のプランを呈している。深さは 11

cmを 測る。

67号土坑 E-5区 に位置する。長軸 99cm、 短軸 60cm、 深さ 6cmの不整楕円形のプランを呈 している。

南西側で小ピットと接 している。深鉢大型破片 (0018)外面を上位に出土。

68号土坑 F-5区 に位置する①西狽I土坑外周部分を 69号土坑により切られている。残存部で長軸 90cm、

短軸 90cmの 不整形のプランを呈 している。深さは 15cmを 測る。試掘調査時に検出。深鉢 (0019)が横

倒しで出土。耕作によりその上部を欠損するがこれ以外略完形。

69号土坑 F-5区 に位置する。東狽Iで 68号土坑を切つている。長軸 81cm、 短軸 75cm、 深さ 18cmを

測 り、円形のプランに西側が突出する形を呈している。試掘調査時に検出。

70号土坑 F-5区 に位置する。東狽Iで 71号土坑 と切 り合うが、先後関係は不明。残存部で長軸 87cm、 短

軸 60cm、 深さ 15cmを 測る。

71号土坑 F-5区 に位置する。西側で 70号土坑と切 り合う。東側で 9号溝外周部分に切られている。残

存部で長軸 108cm、 短軸 66cm、 深さ21cmを 測る。

72号土坑 E-5区 に位置する。長軸 99cm、 短軸 90cmの ほぼ円形のプランを呈している。深さは 12cm

を測る。深鉢大型破片 (0020)外面を上位に出土。

73号土坑 E-5区 に位置する。長軸 234cm、 短軸 117cmの 不整楕円形のプランを呈 している。底部は西

偵Iで最深を測 り、東側へなだらかに傾斜 している。深さは 36cmを 測る。

74号土坑 E-4・ 5区に位置する。南狽I土坑外周部分を 75号土坑 と複合しているが先後関係は不明。残
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存部で長軸 99cm、 短軸 63cm、 深さ 15cmの楕円形のプランを呈 している。

75号土坑 E-4・ 5区 に位置する。北狽1で 74号土坑と複合 しているが先後関係は不明。径 57cm、 深さ
15cmの 円形のプランを呈 している。

76号土坑 E-5区 に位置する。南側で 77号土坑と接 している。長軸 114cm、 短軸 105cmの 不整円形の
プランを呈 している。深さは 24cmを 測る。

77号土坑 E-5区 に位置する。北及び南東側でそれぞれ質号、78号土坑と接 している。それぞれ若干の切
り合い関係にある (先後関係不明)。 長軸 75cm、 短軸 69cm、 深さ 15cmのほぼ円形のプランを呈している。
78号土坑 E-5区 に位置する。西側で 77号土坑と接 している。長軸 lHcm、 短軸 105cmの ほぼ円形の
プランを呈 している。深さは 18cmを測る。

79号土坑 E-5区 に位置する。長軸 154cm、 短軸 123cm、 深さ 1lcmの不整楕円形のプランを呈している。
80号土坑  E-5区 に位置する。径 81cmの円形のプランを呈 している。深さは 18cmを 測る。
8刊 号土坑 E-5区 に位置する。長軸 120cm、 短軸 114cm、 深さ24cmの不整円形のプランを呈 している。
82号土坑  E・ F-5区 に位置する。長軸 144cm、 短軸 114cm、 深さ 12cmの楕円形のプランを呈している。
83号土坑 E-5区 に位置する。長軸 99cm、 短軸 78cmの不整楕円形のプランを呈 している。深さは 19
cmを 測る。

84号土坑 E-5区 に位置する。長軸 120cm、 短軸 78cm、 深さ 7cmの不整楕円形のプランを呈 している。
85号土坑 E-5・ 6区 に位置する。長軸 129cm、 短軸 90cmの隅丸方形のプランを呈 し、深さは 18cm
を測る。土坑外から北東隅土坑外周部分にかかって地山の上面に平坦な礫が露出している。

86号土坑 E・ F-6区 に位置する。長軸 105cm、 短軸 99cmの方形のプランを呈 している。深さは 21cm
を測る。

87号土坑 F-5区 に位置する。長軸 62cm、 短軸 60cmの不整円形のプランを呈 している。
88号土坑 F-6区 に位置する。長軸 85cm、 短軸 64cm、 深さ 16cmの不整形のプランを呈している。
89号土坑 F-6区 に位置する。長軸 74cm、 短軸 51cm、 深さ 23cmの不整楕円形のプランを呈 している。
90号土坑 E-6区 に位置する。長軸 109cm、 短軸 98cm、 深さ 15cmの 不整形のプランを呈 している。
91号土坑 E-6区 に位置する。径 123cmの 円形のプランを呈 している。深さは 15cmを測る。
92号土坑 E-6区 に位置する。長軸 201cm、 短軸 139cmの ほぼ方形のプランを呈 している。底部は北西
から南東側に傾斜 し下っている。深さは 21cmを 測る。略完形土器 0021出 土。

93号土坑 E-6区 に位置する。長軸 108cm、 短軸 83cm、 深さ 16cmの 不整形のプランを呈 している。
94号土坑 E-5・ 6区 に位置する。長軸 120cm、 短軸 105cmの 不整円形のプランを呈 している。深さは
21cmを 測る。

95号土坑 E-5区 に位置する。長軸 77cm、 短軸 64cm、 深さ 15cmの 不整楕円形のプランを呈 している。
96号土坑 E-5区 に位置する。長軸 117cm、 短軸 102cmの 不整円形のプランを呈 している。深さは 33
cmを 測る。

97号土坑 E-5区 に位置する。南東側を 98号土坑と複合 しているが先後関係は不明。残存部で長軸 231
cm、 短軸 138cm、 深さ 24cmを 測る。

98号土坑 E-5区 に位置する。北西側で 97号土坑と複合 しているが先後関係は不明。北側以外は攪乱の
影響で壁面を削 り取られている。残存部で長軸 130cm、 短軸 114cm、 深さ 18cmを 測る。

99号土坑 E-5区 に位置する。長軸 135cm、 短軸 97cmの 楕円形のプランを呈 している。深さは 18cm

-17-



を浪Iる 。

100号土坑 E-5・ 6区に位置する。長軸 210cm、 短軸 192cmの 不整円形のプランを呈 している。深さ

は 6 cmを測る。底面が地山よりも硬化 している。馬屋状の施設であろうか。

101号土坑  D・ E-5区 に位置する。径 212cmの 円形のプランを呈している。石組井戸であることが確認

されたが、石組の崩落が顕著であり、調査の安全確保ができなかったことから途中までの調査となった。

102号土坑 E-4・ 5区に位置する。長軸 237cm、 短軸 93cmの 不整楕円形のプランを呈 している。深さ

は 36cmを 測る。

103号土坑 E-4・ 5区に位置する。長軸 197cm、 短軸 180cm、 深さ 21cmの 不整台形のプランを呈 し

ている。北西部壁面から底部にかけて礫 (50× 27cm)が露出している。

104号土坑 DoE-5区 に位置する。長軸 138crn、 短軸 117cmの 楕円形のプランを呈している。深さは

27cmを 測る。

105号土坑 E-6区 に位置する。南側を 106号土坑と複合 しているが先後関係は不明。残存部で長軸 lH

cm、 短軸 69cm、 深さ24cmを 測る。

106号土坑 E-6区 に位置する。北狽1で 105号土坑 と複合 しているが先後関係は不明。長軸 108cm、 短

軸 99cmの不整円形を呈 し、深さは 33cmを 測る。

107号土坑 E-6区 に位置する。東側で 108号土坑 と切 り合っているが、先後関係は不明。残存部で長軸

126cm、 短軸 82cm、 深さ 30cmを 測る。

108号土坑 E-6区 に位置する。西狽1で 107号土坑と切 り合っているが、先後関係は不明。残存部で長軸

108cm、 短軸 95cm、 深さ34cmを 測る。

109号土坑 E-6区 に位置する。西狽Iで 11け土坑 と切り合っている (先後関係は不明 )。 残存部で長軸 180

cm、 短軸 85cm、 深さ46cmを 測る。

110号土坑 E-6区 に位置する。東側で 109号土坑 と切 り合つている (先後関係は不明)。 残存部で長軸

100cm、 短軸 52cm、 深さ 29cmを 沢1る 。北側にテラスを設けている。

11‖ 号土坑 E-6区 に位置する。長軸 57cm、 短軸 44cmの不整楕円形のプランを呈し、深さ15cmを測る。

112号土坑 E-6区 に位置する。南西側で 113号土坑と切 り合つているが、先後関係は不明。残存部で長

軸 104cm、 短軸 80cm、 深さ 26cmを 測る。

113号土坑 E-6区 に位置する。北東側で 112号土坑と切 り合つているが、先後関係は不明。残存部で長

軸 11lcm、 短軸 98cm、 深さ 24cmを 測る。

114号土坑 E-6区 に位置する。長軸 114cm、 短軸 79cmの楕円形のプランを呈している。深さは6 cmを 測る。

115号土坑 E-6区 に位置する。長軸 102cm、 短軸 84cmの不整楕円形のプランを呈している。深 さは 21

cmを 測る。

116号土坑 D-5区 に位置する。長軸 138cm、 短軸 108cm、 深さ30cmを 測る。西側に 58×27cmを 測

る礫を据え、土坑中央部に多量の拳大～人頭大の礫を投入 した集石土坑である。

117号土坑 D-5区 に位置する。南側を田普請による攪乱により消失している。残存部中央には、拳大の礫が

多量にみられる。壁面はなだらかに立ち上がっている。残存部で長軸 93cm、 短軸 78cm、 深さ 1 2 crnを 測る。

相 8号土坑 D-5区 に位置する。長軸 90cm、 短軸 72cm、 深さ 18cmを測る。土坑上に扁平な礫 (66×

54× 6cm)が蓋状に据えられていた。

1¬ 9号土坑 D・ E-5・ 6区に位置する。長軸 228cm、 短軸 180cmの 楕円形のプランを呈 している。深
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さは 24cmを 測る。

120号土坑 D-6区 に位置する。2基の土坑から構成されると考えられるが先後関係は不明。底部に段差

がみられ、南側のものがわずかに底部を低 く構築 している。長軸 237cm、 短軸 93cm、 深さ42cmを測る。

121号土坑 D oE-6区に位置する。長軸 104cm、 短軸 77cmの不整楕円形のプランを呈し、深さ7cmを 測る。

122号土坑 D-6区 に位置する。長軸 lHcm、 短軸 90cmの不整円形のプランを呈し、深さ33cmを測る。

123号土坑 D-6区 に位置する。径 108cmの 円形のプランを呈 し、深さ27cmを 測る。

124号土坑 D-6区 に位置する。長軸 81cm、 短軸 54cmの不整楕円形のプランを呈している。深さは 18

cmを 測る。

125号土坑 D-6区 に位置する。長軸 117cm、 短軸 99cmの不整楕円形のプランを呈 し、深さ 15cmを波1

る。底部から確認面までだらだら立ち上がる。覆土上層から0025、 0026、 0032が 出土。

126号土坑 C-6区 に位置する。長軸 78cm、 短軸 60cmの楕円形のプランを呈 し、深さ26cmを 測る。
127号土坑 C-6区 に位置する。長軸 139cm、 短軸 96cmの不整楕円形のプランを呈し、深さ 10cmを 測る。
128号土坑 C-6区 に位置する。長軸 59cm、 短軸 42cmの楕円形のプランを呈 し、深さ 13cmを 測る。
129号土坑 C-6区 に位置する。長軸 105cm、 短軸 67cmの楕円形のプランを呈 し、深さ9cmを 測る。
130号土坑 C-6区 に位置する。長軸 74cm、 短軸 60cmの楕円形のプランを呈 し、深さ8cmを 測る。西

側で 135号土坑と接 している。

131号土坑 C-6区 に位置する。南西恨!で 132号土坑と切 り合っているが、先後関係は不明。長軸 88cm、

短軸 72cm、 深さ 13cmを 測る。

132号土坑 C-6区 に位置する。北東側で 131号土坑と切 り合っているが、先後関係は不明。残存部で長

軸 65cm、 短軸 59cm、 深さ 16cmを測る。

133号土坑 C-6区 に位置する。長軸 90cm、 短軸 82cmの不整円形のプランを呈し、深さ 10cmを 測る。
134号土坑 C-6区 に位置する。北東狽Iを 135号土坑と複合しているが先後関係は不明。残存部で長軸 82

cm、 短軸 60cm、 深さ9cmを測る。

135号土坑 C-6区 に位置する。南西側で 134号土坑と複合 しているが先後関係は不明。長軸 95cm、 短

軸 80cmの楕円形のプランを呈 し、深さ 15cmを測る。底部中央から東側壁面にかけて細長 く礫 (58× 22

cm)が露出している。

136号土坑 C-6区 に位置する。長軸 138cm、 短軸 122cmのほぼ円形のプランを呈し、深さ26cmを 測

る。開口部から約 10cmの 深さに幅 20cmの テラスが一巡 し、底部では幅 10cm、 深さ2～ 3cm程の溝が周

囲を巡っている。桶状の圧痕であろうか。下肥等が考えられようか。

137号土坑  B・ C-6区 に位置する。長軸 80cm、 短軸 54cmの不整楕円形のプランを呈し、深さ9cmを 淑よる。
138号土坑 C-6区 に位置する。長軸 52cm、 短軸 44cmの楕円形のプランを呈し、深さ 14cmを 測る。
139号土坑 C-6区 に位置する。北東側を 142号土坑と複合 しているが先後関係は不明。北西側は攪乱を

受けている。残存部で長軸 130cm、 短軸 64cm、 深さ 13cmを 測る。西狽↓外周部にピットが穿たれている。

140号土坑 C-5。 6区に位置する。南側を攪乱によリー部破損している。残存部で長軸 98cm、 短軸 85

cmの不整形のプランを呈 し、深さ25cmを 測る。

141号土坑 C-5・ 6区に位置する。長軸 123cm、 短軸 85cmの不整楕円形のプランを呈し、深さ22cmを 測る。
142号土坑 C-6区 に位置する。南側で 139号土坑と複合 しているが先後関係は不明。長軸 110cm、 短

軸 100cmの 不整形のプランを呈 し、深さ25cmを 測る。
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143号土坑 C-6区 に位置する。西側を 142号土坑と、東側で 144号土坑と若千の切 り合いがある (先後

関係は不明)。 残存部で長軸 58cm、 短軸 58cm、 深さ 12cmを測る。

144号土坑 C-6区 に位置する。西側で 143号土坑と切り合つている 仇後関係は不明)。 残存部で長軸 51

cm、 短軸 45cm、 深さ 9 cmを測る。

145号土坑 C-5・ 6区に位置する。東側で 1号溝に切られている。長軸 133cm、 短軸 94cmの不整楕円

形のプランを呈し、深さ 16cmを測る。

刊46号土坑 C-5区 に位置する。長軸 145cm、 短軸 114cmの 不整形のプランを呈 し、深さ 22cmを 測る。

土坑壁面、底部に粘土の貼付けがみられる。

147号土坑 B-5区 に位置する。長軸 214cm、 短軸 110cmの 不整形のプランを呈 し、深さ 44cmを 測る。

東側外周部中央付近にピットが穿たれている。

148号土坑 C-5区 に位置する。北側で 149号土坑と複合しているが先後関係は不明。長軸 153cm、 短

軸 99cmの 不整楕円形のプランを呈 し、深さは 15cmを 測る。

149号土坑 C-4・ 5区に位置する。南恨1を 148号土坑 と複合しているが先後関係は不明。径 11lcmの ほ

ぼ円形のプランを呈 し、深さは 69cmを 測る。

150号土坑 C-4・ 5区 に位置する。長軸 85cm、 短軸 76cmの 隅丸方形のプランを呈し、深さ 16cmを測る。

司51号土坑 C-4・ 5区に位置する。長軸 207cm、 短軸 99cmの 不整形のプランを呈 し、深さ26cmを 測

る。基本形態は隅九長方形を呈 してお り、南東隅に不整円形の掘 り込み (別土坑)を有する。土坑底部中央

に円形の掘 り込み (別土坑)があり、底部南北部分はテラス状になっている。南側テラス状平坦部に小ピット

が穿たれている。以上から底部施設を有する隅丸長方形の土坑と2基の別土坑の複合 したものが想定される。

152号土坑 B・ C-5区 に位置する。長軸 78cm、 短軸 72cmの 不整円形のプランを呈 し、深さは 13cm

を測る。土坑底部から底部打欠きの 0031、 浅鉢大型破片 0033が 出土。

刊53号土坑 B-5区 に位置する。長軸 100cm、 短軸 79cmの不整楕円形のプランを呈し、深さは 21cmを測る。

刊54号土坑 B-5区 に位置する。長軸 69cm、 短軸 53cmの 楕円形のプランを呈 し、深さは 12cmを 測る。

155号土坑 B-5区 に位置する。長軸 93cm、 短軸 85cm、 深さは 54cmを 測る。円形プランの北東部に

小テラスを設けている。土坑中より六道銭 (0116、 0117)が出土しており、近世の墓坑 と考えられる。

156号土坑 B-4・ 5区に位置する。長軸 11lcm、 短軸 105cmの ほぼ円形のプランを呈 し、深さは 75

cmを測る。

157号土坑 C-4区 に位置する。長軸 144cm、 短軸 93cmの 不整楕円形のプランを呈 し、深さは 9cmを

測る。土坑北狽1、 覆土下位から0034が出土。

158号土坑 C-4区 に位置する。長軸 70cm、 短軸 59cmの不整楕円形のプランを呈し、深さは 5cmを測る。

159号土坑 C-4区 に位置する。長軸 63cm、 短軸 54cmの 不整円形のプランを呈し、深さは 1 7 crnを 測る。

可60号土坑 B-4区 に位置する。南側で 162号土坑と複合しているが先後関係は不明。長軸 153cm、 短

軸 150cmの 不整円形のプランを呈 している。深さは 75cmを 測る。東～南部でテラス状に段差が検出されて

いる。土坑中央、覆土下位に人頭大の礫を投入し、その上に完形土器 (0056)を 埋置、その上に板状の石

を蓋状に設置している。再葬墓であろうか。完形土器以外に同時期土器片が覆土上位から出土 している。

161号土坑 B-4区 に位置する。径 126cmの 円形のプランを呈し、深さは 48cmを測る。土坑南西部に偏

して覆土中～上位に 160号土坑と同様に拳大～人頭大の礫を投入している。遺物は土器小片が覆土下位から

出土している。
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162号土坑 B-4区 に位置する。北狽」を 1∝号土坑 と複合 しているが先後関係は不明。残存部で長軸 144

cm、 短軸 81cm、 深さは 24cmを 測る。

163号土坑 B-4区 に位置する。南側を 164号土坑により切られている。残存部で長軸 11lcm、 短軸 81

cm、 深さは 39cmを 測る。

W64号土坑 B-4区 に位置する。北側で 163号土坑を切っている。長軸 147cm、 短軸 129cmの不整円形の

プランを呈 し、深さは 51cmを 測る。土坑中央、覆土下～中位より土器片 (0078、 0083、 0085、 0089、

0100)出 土。

165号土坑 F-2区 に位置する。長軸 162cm、 短軸 138cmの 楕円形のプランを呈している。深さは 27

cmを 測る。

166号土坑 欠番

167号土坑 E-3区 に位置する。長軸 117cm、 短軸 105cmの不整円形のプランを呈し、深さは 30cmを波1

る。覆土中位から完形土器 0036出土。同じく覆土中位から0037が大きく2つ に割れて出土。

168号土坑 欠呑

169号土坑  E・ F-3区 に位置する。長軸 60cm、 短軸 57cmの 不整円形のプランを呈 し、深さは 33cm

を測る。覆土上位から0057が大型破片で出土。

170号土坑  E・ F-3区 に位置する。長軸 75cm、 短軸 66cmの 不整楕円形のプランを呈し、深さは 33cm

を測る。底部は南狽Jで最深を測 り、北側へ傾斜 して上がっている。

171号土坑 E-3区 に位置する。長軸 89cm、 短軸 80cmの不整円形のプランを呈 し、深さは 32cmを測る。

0041が覆土下位から出土しているが、上側半分を欠落している。攪乱 (田普請)に よるものと考えられる。

172号土坑 E-3区 に位置する。長軸 lHcm、 短軸 66cmの 不整形のプランを呈 し、深さは 15cmを測る。

173号土坑 DoE-3区 に位置する。径 109cmの円形のプランを呈 し、深さは 21cmを 測る。

174号土坑 E-3区 に位置する。長軸 206cm、短軸 177cmの 隅九方形のプランを呈し、深さは 63cmを測る。

175号土坑 D-3区 に位置する。長軸 69cm、 短軸 63cmの ほぼ円形のプランを呈し、深さは 12cmを測る。

176号土坑 E-2区 に位置する。北東側で 177号土坑と切 り合う (先後関係不明)。 また、東側で 19号住

居と複合 しているが先後関係は不明。残存部で長軸 135cm、 短軸 112cm、 深さ32cmを 測る。

177号土坑 E-2区 に位置する。南西側で 176号土坑と切り合う (先後関係不明)。 また、東側で 1垢住
居と複合しているが先後関係は不明。残存部で長軸 108cm、 短軸 63cm、 深さは31cmを 測る。

178号土坑 E-2区 に位置する。東側で 19号住居と複合しているが先後関係は不明。残存部で長軸 190cm、

短軸 159cm、 深さは27cmを 測る。
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溝状遺構

実際に近年まで水路として用いられていたものと、機能が特定できずいわゆる溝状を呈するものの 2者が

あるが、ここでは同様に溝状遺構として扱うこととした。

1号溝 調査区の西狽1、 B～ D-1～ 9区に位置する。やや東西方向から南北方向にほぼ直角に曲がり、南

方向に延びる。調査区域外を挟んで、D-6区 で再び東に曲がり、更に南に曲がって調査区域外に続く。南

側は最近まで水路として使用されていた。残存部で 90.lmを 測る。

2号溝 調査区の北西、B～ E-2・ 3区に位置する。 1号溝の北端部分に並行し、南北方向に曲がった 1

号溝に切られる。西側の一部が 2本に分かれ、 25.2mを 測る。

3号溝 調査区の南東、H-8,9区 に位置する。南北方向に延び、南端は調査区域外に続く。残存部で 13.2

mを測る。

4号溝 調査区の南側、E-8区 に位置する。北端がわずかに西に曲がり、南側を段差によって切られる。

残存部で3.9mを測る。

5号溝 調査区の南側、E-7・ 8区 に位置する。わずかにくの字形に曲がるが、ほぼ南北に延びる。中央

部に細く東に延びる突出部、南端に落ち込みがあり、段差によって切られる。残存部で8.lmを測る。

6号清 調査区の南側、E・ F-6～ 8区に位置する。17号土坑を切 り、南端を段差によって切られる。残

存部は 13.2mを測る。

7号溝 調査区の東端、 G・ H-6・ 7区 に位置する。中央部で曲がり、残存部は96mを 測る。
8号溝 調査区の中央部、F-6区 に位置する。二又に分かれたような形状で、南端を段差によつて切られ

る。残存部は7.9mを測る。

9号溝 調査区の中央部、F-5・ 6区 に位置する。両端を土坑に切られ、残存部は 9.6mを測る。
10号清 調査区の東端、G-3・ 4区に位置する。南端は二又に分かれ、調査区域外に延びる。中央部で 17

号住居跡を切る。残存部推定長は 10.3mを 測る。

11号溝 調査区の東端、F・ G-3・ 4区に位置する。東側でほぼ直角に曲がっているため、両端が調査区

域外に続き、 10号溝と直交する。残存部は 15.lmを測る。

竪穴状遺構

いわゆる土坑として認識する規模のものよりも大型で機能の明確でないものが 1基だけ存在している。そ

の形状からは土坑との複合の可能性もあるが、周囲に土坑がほとんど分布しないことから、ここでは遺構内

の施設として認識して調査を進めている。

1号竪穴 調査区の南側、F-9区 に位置する。長軸 486cm、 短軸 3 1 8clnの東西方向に長軸を持つ方形の

プランを呈し、深さは69cmを測る。内部から礫が出土。
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1号住居跡

A

苗
|

―
１

０
０
φ

Ｏ
Φ
∞

・＜
四

EB'
869300-―

EC'
869300-―

A'
869300-―

l層   掲色土  粘性強い   締まり強い   炭化物少量含、ローム粒多量合
2層   黒褐色土 粘性やや強い 締まり強い   炭化物含、ローム粒含、ロームブロック稀
3層   黒褐色土 粘性普通   締まりやや強い 炭化物少量含、ローム粒少量含、 (2層 より黒み弱い)
4層  黒掲色土 粘性普通   締まり普通   炭化物少量合、ローム粒少量含
5層   暗褐色土 粘性やや強い 締まり普通   炭化物少量含、ローム粒含
6層   責褐色土 粘性強い   締まりやや弱い 炭化物少量含

第 7図  1号住居跡 (S=1/60)
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第 8図  1号住居跡 炉跡 (S=V30)

第 9図  1号住居跡遺物出土状況 (S=1/60)

黒褐色土 粘性普通   締まりやや強い
炭化物少量合、ローム粒少量含

暗褐色土 粘性やや強い 締まりやや強い
炭化物少量含、ローム粒含

暗褐色土 粘性やや弱い 締まり普通
炭化物少量合、焼土粒含

黒褐色土 粘性普通   締まり普通
炭化物少量含、ローム粒少量含
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号住居跡

1田

ｍ
∞
．

∞
ω
Φ

ω
０
０
　
Ｉ
Ｉ

B BI
869300-―

炭化物少量含、ローム粒含

炭化物少量含、ローム粒少量含

災化物少畳合、ローム粒多量含

炭化物少量含、ローム粒少量含

炭化物少量含、ローム粒少量含

炭化物少量含

炭化物少畳合、ローム粒含

炭化物含、ローム粒含

炭化物合、ローム粒含

炭化物少量含、ローム粒少量含

災化物少量含、ローム粒少量合

炭化物少量含
ローム粒含        0              2m

1層   掲色土
2層   暗褐色土
3層   褐色土
4層   暗褐色土
5層   黒褐色土
6層   暗褐色土
7層   暗褐色土

ピット1暗 褐色土
ピット2黒 褐色土
ピツト3暗 褐色土
ピット4黒 褐色土
ピット5暗 褐色土
ピット6黒 褐色土

締まり強い

締まり普通

締まり強い

締まりやや強い

締 まり普通

締 まり普通

締 まり強い

締まり普通

締 まり強い

締まり普通

締まりやや弱い

締 まり強い

締まり普通

2号住居跡 (S=1/60)

T

A'
869100-―

|∞

口
．

∞
Ｏ
Φ
Ｌ

０
０
　
１
１

A
1層   暗褐色土 粘性普通   締まり普通

炭化物少量合、焼土少量合、ローム粒含

2層   赤掲色土 地山被熱硬化層
3層   暗掲色土 粘性やや強い  締まり普通

炭化物少量含、ローム粒含

4層   暗褐色土 地山被熱硬化層

0           1m

粘性強い

粘性普通

粘性やや強い

粘性やや強い

粘性普通

粘性やや強い

粘性やや強い

粘性やや強い

粘性やや強い

粘性普通

粘性やや弱い

粘性普通

粘性やや弱い

第11図

第12図  2号住居跡 炉跡 (S=1/30)
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⑥△∝B。  きず̂H。

EB'
869300-―

第13図  2号住居跡遺物出土状況 (S=1/60)

2m
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＝
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醐

０２。２２

靴
靴

01006

01013

に )

呻▽

‖
穐

02017

第14図  2号住居跡個体別遺物分布 (S=1/60)
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3号住居跡

EA

１

０
０
Ｎ
０
０
∞

一＜

１

３
審

協

・∞
Ш

ｇ
一

ＥＡ

一

ユ層   暗褐色土
2層   黒褐色土
3層   暗掲色土
4層   暗褐色土
5層   掲色土
6層   褐色土

ピッ ト1黒褐色土
ピッ ト2黒褐色土
ピッ ト3黒褐色土
ピッ ト4黒褐色土
ビツ ト5黒褐色土
ピッ ト6暗褐色土

粘性普通

粘性やや弱い

粘性やや弱い

粘性やや弱い

粘性普通

粘性普通

粘性普通

粘性普通

粘性普通

粘性普通

粘性普通

粘性強い

締 まりやや強い

締 ま りやや弱い

締 ま りやや弱い

締 ま りやや弱い

締 ま りやや弱い

締 ま り普通

締 まりやや弱い

締 ま りやや弱い

締 まり普通

締 ま り普通

締 ま り普通

締 ま りやや強い

炭化物含、焼上少量含、ローム粒少畳含

炭化物少量含、焼土微量含、ローム粒微量含

炭化物少量含、ローム粒少量含

炭化物微量含、ローム粒微量含

炭化物微量含

炭化物少量含、ローム粒少量含

炭化物少量含、ローム粒含

炭化物少量含

炭化物多量合、ロームブロック含

炭化物含、ローム粒含

炭化物含、ローム粒含

炭化物含、ローム粒多量含

2m

第15図  3号住居跡 (S=1/60)

-29-



―
―
口
．

A A'
868700-―

層

　

層

　

層

第16図  3号住居跡 炉跡 (S=1/30)

第17図  3号住居跡遺物出土状況 (S=1/60)

黒掲色土  粘性普通   締まりやや弱い
炭化物合、焼土少量含

暗褐色土  粘性やや強い 締まり普通
炭化物少量含、焼土少量合、ローム粒合

暗褐色土  粘性やや弱い 締まりやや弱い
炭化物少量含

0          1m

0            2m
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鰻
０３０‐７

鬱
０３０．６

綾 餞

第18図  3号住居跡個体別遺物分布 (1)(S=1/60)

國
０３０．０
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03007
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03032,03049

2号住  02021

03045   03038

第19図  3号住居跡個体別遺物分布 (2)(S=1/60)

６
０３０２

Ｍ
０３。４４

曰

Ｋ
＼

お

羽
０３０３８〕 ０３０３３囮

16号住 16076
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4号住居跡

ｍ
＞
．

∞
Ｏ
Ｎ

中
０
０

‐
‐
，

を

∞
０
↓
ヽ
０
０

１
１

弟 、

EBI
867200-

1層   黒褐色土
2層   暗褐色土
3層   暗褐色土
4層   暗褐色土
5層   暗褐色土

粘性普通

粘性やや強い

粘性やや強い

粘性やや強い

粘性やや強い

粘性普通

粘性やや強い

粘性やや強い

粘性普通

粘性普通

粘性やや強い

粘性普通

締まり普通

締まり普通

締まりやや弱い

締まりやや弱い

締まり強い

締まり普通

締まりやや強い

締まりやや強い

締まりやや強い

締まりやや強い

締まりやや強い

締まり普通

ビッ
ピッ
ピッ
ピッ
ピッ
ピッ
ピッ

暗褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒掲色土

黒褐色土

黒掲色土

黒褐色土

炭化物少量合、焼土少量含、ローム粒少量含

炭化物少量合、ローム粒含

炭化物微量合、ローム粒含

炭化物多量含

炭化物少量合、ローム粒含

炭化物少量含、ローム粒含

炭化物含、ローム粒含

炭化物少量含、ローム粒少量合

炭化物少量含、ローム粒含

炭化物少量合、ローム粒少量含

炭化物合、ローム粒含

炭化物合、ローム粒少量含

2m

眸

＞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞
「

１
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
　
Ｉ
Ｉ

ノ

κ

‐

吊

―

第20図  4号住居跡 (S=1/60)

B                   B'
-             867000-

第21図  4号住居跡 炉跡 (S=1/30)
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数ヽ

0
♂

EB'
867200-―

家eOott 
°°も° C

第22図  4号住居跡遺物出土状況 (S=1/60)
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04002

習
０４００４

157号土坑

0034

/

∪
０４０‐‐

Ｙ
０４。０９
５
叫

飴
０４００３

蜘≫

第23図  4号住居跡個体別遺物分布 (S=1/60)

翻
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号住居跡

Q
ガ

―
１
　
０
０
Ｎ

卜
Φ
∞

・ｍ
ｗ

EA

ピット1黒褐色土
ピット2黒褐色土
ピット3黒褐色土
ピット4黒褐色土
ピツト5黒褐色土
ピット6黒褐色土
ピット7暗褐色土
ピット8黒褐色土

締まり普通

締まりやや強い

締まりやや強い

締まり強い

締まりやや強い

締まりやや強い

締まりやや強い

締まり普通

ヽ

EA'
867200-―

炭化物少量含、ローム粒少量合

炭化物少量含、ローム粒少量含

炭化物少量含、ローム粒含
ローム粒少量含

炭化物少量含、ローム粒含

炭化物含、ローム粒含
ローム粒含

炭化物少量含、ローム粒少量含

粘性普通

粘性普通

粘性やや強い

粘性強い

粘性やや強い

粘性やや強い

粘性普通

粘性普通

繹

代

耳

I CIl

第24図  5号住居跡 (S=1/60)

A Al
868000-―

0           2m

黒掲色土 粘性やや強い 締まりやや強い
炭化物少量含、焼土少量含、ローム粒少量含

0          1m

口
．

∞
ω
∞

０
０
０

Ｉ
Ｉ

第25図  5号住居跡 炉跡 (S=1/80)
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2m

第26図  5号住居跡遺物出土状況 (S=1/60)

k′

ィ∞
/

０５。。２〆

０５００４聞

第27図  5号住居跡個体別遺物分布 (S=1/60)
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EA'
867200-―



6号住居跡

ピット1黒褐色土 粘性やや強い 締まりやや強い
炭化物少量含、ローム粒少量含

ピット2黒褐色土 粘性普通   締まりやや強い
炭化物少量含

ピット3黒褐色土 粘性普通   締まり普通
戊化物少畳合、ローム粒少量含

ピット4黒褐色土 粘性やや強い 締まりやや強い
炭化物少畳含、ローム粒少量含

ピット5黒色土   粘性弱い   締まり弱い
炭化物少量合

炭化物少量含、ローム粒含、焼土少畳含、ロームブロック含

ギ

ユ層  暗褐色土  粘性普通   締まり普通
2層   暗褐色土  粘性普通   締 まり普通
3層   黒褐色土  粘性やや強い 締 まりやや強い
4層   暗褐色土  粘性普通   締 まり普通
炉    黒褐色土  粘性普通   締まりやや強い

戊化物少量含、ローム粒少量含

炭化物少量含、ローム粒少量含、 (1層 より赤み帯びる)
炭化物含、焼土微畳合、ローム粒少量含

炭化物少量含、ローム粒含

5

BttC
6

ｍ
＞
．

∞
〇
〇

Φ
Ｏ
Ｏ
　
Ｉ
Ｉ

＞
「

∞
ω
Ｏ

Φ
０
０
　
Ｉ
Ｉ

１
１
＞
．

Ｉ
Ｉ
ｍ
＞
．

Q

ｍ
＞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ
＞
・

∞
ω
ω
〇
〇
Ｏ
　
Ｉ
Ｉ

′

К

虐

想

―
Ｉ
Ｉ
ｍ
＞

⑥ ③   ◎

B                                            B'

EB'
866900-―

第28図  6号住居跡 (S=1/60)

第29図  6号住居跡遺物出土状況 (S=1/60)
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EB

熊化物含、焼土少量含、ローム粧少量含
炭摺物少量含、ローム粒少量含

炭化物少量合、ローム粒少量合
炭化物合、ロエム粒合
炭1と物少最含、ローム注少豊含
え

“

物含、口‐ム粒少量合
鬼化物少量合、コーム粒含
魔化物少量合、コーム粒少量含
炭化物少最含、ローム粒少量含

866.500聖

0          1m

ェ巨  黒褐ζ上
2層  暗掲ヨ主
ピット1黒脅色土
どウト2黒褐色土
ピット3無鶴色土
ピツト4墓褐色土
どウト5黒褐色土
ビント0黒褐色土
ビツト7黒髄 土

粘性普通
粘性普通

粘性普通

粘性普通

粘性やや強い

活性普通

活性普通

粘性やや覇い

粘性普通

締まりやや弱い

締ま,普通

爺まりやや強彰―ヽ

締まりやや強い

締まりやや強い

締まりやや強い

締まり音通

締
=り
ゃ,強い

締まりや|や強い

第91図  7号住居跡 (S=1/60)

A A'
8661300.と―

黒脅色土 粘性普通 締まり普通1 炭化物含、ローム粒少畳含、焼土少量含

第32図  7号住居跡 炉跡 (S=1/30)
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第34図  7号住居跡個体別遺物分布 (S=1/60)



8号住居跡

Q
/⑨

6鶴じ

D  ο  ⌒

EA'
866100-―

1層   褐色土  粘性やや強い 締まりやや強い 炭化物少量含、ローム粒少量含 (酸化層 ?)
2層   黒褐色土  粘性やや強い 締まりやや強い 炭化物含、焼土微量含、ローム粒少量含
3層   暗褐色土  粘性やや強い 締まり普通   炭化物少量合、ローム粒含
4層   暗褐色土 粘性やや強い 締まりやや強い 炭化物多量含、ローム粒少量合

第35図  8号住居跡 (S=1/60)

ビット1黒褐色土  粘性普通  締 まり普通
炭化物少量含、ローム粒合

ピット2黒褐色土  粘性普通  締 まりやや強い
炭化物少量含、ローム粒含

ピット3黒褐色土 粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒含

ピウト4黒褐色土  粘性普通  締 まり普通
炭化物少量含、ローム粒含

ピツト5黒褐色土 粘性普通  締 まり普通
炭化物少量含、ローム粒含

黒褐色土 粘性普通 締まり普通
炭化物多量含、ローム粒少量含、焼土少量合

Ю
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＞
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〇
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∞
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Ｆ
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B                  B'~               865800-―

第36図  8号住居跡 炉跡 (S=1/30)
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第37図  8号住居跡遺物出土状況 (S=1/60)

08004・ 08006

第38図  8号住居跡個体別遺物分布 (S=1/60)
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1層  暗褐色主
2層  暗欄色土
3層   黒褐色土
4層  暗褐色土
5層  黒喬色土
0層  嗜褐色主
7層  暗禍t■

ピウトユ 黒褐色土
ピット21黒褐色土
ピット3黒 1傷色土
ピット4黒褐色上
ピット5 黒鴇色土
ピツト61黒褐色主
せツト7黒禍色土
ピット3黒褐色土
ピット9黒褐色土―
どット10揺鵜色上
ビット11黒褐色土
ビット12黒褐色土
ビット1ョ 黒脅色土

ビット14完掘済
ピット15黒褐色土

粘性普通

粘性普通

粘性普通

粘性やや強い
糧隆誓通
粘性やや強い
粘性瞥通

猫性誓違
粘性普通
粘性普通
粘性やや弱い
1粘性普通

‖性普通
i粘性普通
粘性普通
粘性普通

粘性やや強い
1粘性やや弱い

粘性普通

粘性やや強い

粘性普通

締まり普通
締.まりま通

締まり普通

締まりやや強い

締まり普通
締まり普通
締まり普通

締まり普通
締まり擢襲
締まり普通
締まり鈍
締まり普通
締まり普通

籠ま,普通
締ま―りやや強い

締まり普通
締まり普通

締まげ普通―

締まり普通
締まりやや強い

締ま―り普通

鬼化物少量含 (換乱か?)
炭化物少量含、ロー4粧含
炭化物含
炭化物少量含、焼止微量合、ローム粒少量含
炭化物多畳含、ローム粒少量合
kfL物少景合、ローム粒含
ローム質含

床化物少量合、ローム粒少量含
炭花物少量含、コーム粒少畳含
炭化物少量合、ローム粒含
1炭イヒ物少量合、 rl― ム泣含

炭花物少量奮、ローム戒少量含

ロエム炒 量含

ローム粒少量含
炭化物少量含ヽローム粒少量含、ロームプロッタ含
魔化物少量含
ローム粒含
ローム粒少量含
ローム狂少請
炭1勘少量合、ローム粒少量含

炭化物少

A―

A A・

864800~

黒縄色土 粘性強い 締まり強い え化物少量含、焼土少畳合、ローム粧少量合

第40図  9号住居跡 炉跡 (S=1/30)

0          1m

覆土
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第41図  9号住居跡遺物出土状況 (S=1/60)
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第42図  9号住居跡個体別遺物分布 (1)(S=1/60)
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第43図  9号住居跡個体別遺物分布 (2)(S=1/60)
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10号住居跡

◎

③@

覆土 増幅色土  粘性普瀬  締革りやや弱い  炭化物少量含、 EIエム粒少量含、

第44図 10号住居LI(S=1./60)

10t102

第45図 10号住居跡遺物出土状況・個体別分布 (S=1/60)
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11号住居跡

＞
「

∞
ω
０

〇
〇
〇
　
―
―

ｍ
＞
．

∞
ω
伽

〇
〇
〇

―
―

ピット1 暗褐色土 粘性普通   締まり普通
炭化物少量含、ローム粧含

ピット2 暗褐色土 粘性やや弱い 締まりやや弱い
炭化物少量含、ローム粒含

ピット3 暗褐色土 粘性普通   締まり普通
炭化物少量含、ローム粒含

ピット4 暗褐色土 粘性普通   締まり普通
炭化物少量含、ローム粒含

旦                     866000旦

EB'
865,900-―

層

層

層

暗褐色土 粘性普通  締まり普通
暗褐色土 粘性普通  締まりやや弱い
暗褐色土 粘性普通  締まり普通

炭化物少量含、ローム粒少量含

炭化物少量含、焼土多量含

炭化物少量含  (炉覆土 ) o             2m

第46図 11号住居跡 (S=1/60)

|>

＞
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∞
０
い

∞
０
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１
１

B B'
865800-―

層

　

層

黒褐色土 粘性普通 締まり普通
炭化物少量合、ローム粒少量合
暗褐色土 粘性普通 締まりやや強い
炭化物少量含、焼土少量含、ローム粒少量含

0           1m

第47図 11号住居跡 炉跡 (S=1/30)
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第48図 11号住居跡遺物出土状況・個体別分布 (S=1/60)
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12号住居跡

粘性やや強い 締 まりやや強い
粘性普通   締まりやや強い
粘性普通   締まり普通
粘性やや強い 締まり普通
粘性普通   締まり普通

6

DttE

7

炭化物少量含、ローム粒少量合 (酸化層 )

炭化物多量含、ローム粒少量合、焼土少畳含

炭化物少量合、ローム粒含

炭化物少量含、ローム粒少量含 (3層 より赤み強い)
炭化物少量含、ローム質含

1層
2層
3層
4層
5層

土

土

土

土

土

色

色

色

色

色

褐

褐

褐

褐

褐

黒
暗

暗

暗

ガ

ｍ
＞
．

∞
０
０

や
０
０
　
Ｉ
Ｉ

第49図  12号住居跡 (S=1/60)

一―BI

EB'
866200-

0            2m

黒褐色土  粘性普通 締 まり普通
炭化物含、焼土合、ローム粒少量

0          1m

ピット3 黒褐色土 粘性普通 締まり普通
炭化物少量含

ピット4 黒褐色土 粘性普通 締まり普通
炭化物少量合、ローム粒少量含、ロームブロック含

ピット5 黒褐色土 粘性普通 締まりやや弱い
炭化物少量含、ローム粒多量含

ビット6 黒褐色土 粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒多量含

ピット7 黒褐色土 粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒少量合

哉
陣
日
呵

I ED

］
一

∞
０
い
Ｌ

０
０
　
１
１

A 州
865100-

第50図  12号住居跡 炉跡 (S=1/30)
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第51図  12号住居跡遺物出土状況 (S=1/60)

第52図 12号住居跡個体別遺物分布 (S=1/60)
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13号住居跡

EC

1層  黒褐色土  粘性やや弱い 締まり普通
ローム粒少量含、ロームプロック合

2層  暗褐色止  粘性やや強い 締まりやや強い
3層  暗褐色土  粘性やや強い 締まり強い

ロームブロック含
4層  暗褐色土  粘性やや強い 締まり普通

0            2m

867100壁
'

民化物多量含、焼土少量合、

炭化物少畳合、ローム粒少量含
炭化物少量合、ローム粒多畳合、

炭化物少量含、ローム粒多量含

州
865800-

第53図 13号住居跡 炉跡

粘性普通   締まり普通
ローム粒少量

粘性普通   締まりやや強い
ローム粒少量

粘性普通   締まりやや強い
ロームブロック

粘性普通   締 まり普通
ローム粒少量

粘性普通   締まり普通
ローム粒合

粘性普通   締まり普通
ローム粒含

粘性普通   締まり普通
ローム粒少量

粘性やや弱い 締まりやや弱い
ロームブロック

粘性普通   締まりやや弱い
ローム粒少量、ロームプロック

粘性普通   締 まり普通
ローム粒少量

粘

'生

普通   締まり普通
ローム粒少量、ロームプロック

粘性やや弱い 締まりやや弱い
ローム粒少量

粘性普通   締まり普通

粘性普通   締まり普通
ローム粒少畳

Ｉ
Ｉ

Ｏ
Ｏ
一
Φ
Φ
∞

ｋ ―
１

０
Φ
一
卜
Φ
∞

・ｍ
Ш

〆

∞
Шく

|

ビット1

ピット2

ピツト3

ピット4

ピツト5

ピット6

ピット7

ピット8

ピット9

ピットlo

ピット11

ピット12

ピット13

ビット14

黒掲色土

炭化物少量、

黒褐色土

炭化物少量、

黒褐色土

炭化物少量、

黒褐色土

炭化物少量、

黒褐色土

炭化物少量、

黒褐色土

炭化物少畳、

暗褐色土

炭化物少量、

暗褐色土

炭化物少量、

黒褐色土

炭化物少量、

黒褐色土

炭化物少量、

黒褐色土

炭化物少量、

黒掲色土

炭化物少量、

暗掲色土

炭化物少量

暗褐色土

炭化物少量、

立
¶
巡
↓

l tll

∞
．

∞
０
い

∞
〇
〇

―
―

層

　

層

黒掲色土  粘性普通  締まり普通
炭化物合、焼土少量含
暗褐色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒少量含

0          1m

A

-54-
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第54図  13号住居跡遺物出土状況・個体別分布 (S=1/60)
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14号住居跡

/?馬

滉

D

5

1層  暗掲色土
2層  暗掲色土
3層  黒褐色土
4層  暗褐色土
5層  黒褐色土
6層  暗掲色土
7層   黒褐色土
8層  暗褐色土
9層  暗褐色土

粘性普通   締まり普通
粘性普通   締まり普通
粘性普通   締まり普通
粘性やや弱い 締まり普通
粘性やや弱い 締まり普通
粘性普通   締まり普通
粘性普通   締 まり普通
粘性普通   締まり普通
粘性普通   締まり普通

炭化物少量含、焼土少量含、ローム粒少量含
炭化物少量含、ローム粒多量含
炭化物含、焼土少量含、ローム粒少量合
炭化物多量含、焼土含、ローム粒含
炭化物多量含、焼土ブロック的に含、ローム粒少量含
炭化物少豊含、ローム粒少量含
炭化物多量含
炭化物含、ローム粒含
炭化物少量合、ローム粒含

8'
866890-

EBI
866890-―

EA'
866890-―

ピッ
ピッ
ピッ
ピッ
ピッ
ピッ
ピッ
ピッ

黒褐色土  粘性普通
黒褐色土  粘性やや強い
黒褐色土  粘性普通
黒褐色土  粘性普通
黒褐色土  粘性普通
暗褐色土  粘性やや強い
暗褐色土  粘性普通
暗褐色土  粘性普通

締まり普通

締まりやや強い

締まり普通

締まり普通

締まり普通

締まり普通

締まり普通

締まり普通

第55図 14号住居跡 (S=1/60)

炭化物少量、ローム粒少畳

炭化物含、ローム粒少量 (上層に焼土含む)

炭化物少量、ローム粒含

炭化物少畳、ローム粒少量

炭化物少量

炭化物少量、ローム粒少量

炭化物少量、ローム粒少畳

炭化物少量、ローム粒少量

0

-56-
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A A
866700-―

第56図 14号住居跡出土釣手上器出土状況 (S=1/10)
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第57図 14号住居跡 炉跡 (S=1/30)

毬°°4

1層   黒褐色土 粘性普通   締まりやや強い
炭化物少量含

2層   暗褐色土 粘性やや強い 締まりやや強い
炭化物少量含、焼土少量含、ローム粒含

3層   暗褐色土 粘性やや強い 締まりやや強い
炭化物少量含、焼土含

0

EBイ

866890-―

oO   O°
°

lm

０
。

Ｏ

Ｏ 。

。
△ 0  9込

第58図 14号住居跡遺物出土状況 (S=1/60)
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第59図 14号住居跡個体別遺物分布 (S=1/60)
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15号住居跡

卵却

ｍ
＞
．

∞
め
ω

∞
０
０
　
Ｉ
Ｉ

締まりやや強い

締まり普通

黒褐色土 粘性普通  締まりやや弱い  炭化物含、焼土少量含
暗掲色土 粘性普通  締まりやや弱い  炭化物少量含、ローム粒含
暗褐色土 粘性普通  締まり普通    炭化物少量含、ローム粒多畳含

第60図 15号住居跡 (S=1/60)

BI
866800-―

ECt
866800-―

覆土   暗掲色土 粘性やや強い 締 まりやや強い
炭化物合、ローム粒含

醐
一

ピット1 黒褐色土  粘性やや強い
炭化物少量含

ピット2 暗褐色土  粘性普通
炭化物少量含、ローム粒合

泌

年

層

層

層
2m
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∞
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∞
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い
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０
　
ィ
ー

A                         Al
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第61図 15号住居跡 炉跡 (S=1/30)
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EC                                                    EC'
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第62図 15号住居跡遺物出土状況 (S=1/60)

15008 15021         ようυυZ

第63図 15号住居跡個体別遺物分布 (S=1/60)
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16号住居跡

⑥

BI
867000-―

第64図 16号住居跡

-62-

(S=1/60)



EB EB'
866900-―

EA'
866900-―

0            2m

1層  暗掲色土
2層  黒褐色土
3層  暗褐色土
4層  暗褐色土
5層  黒褐色土
6層  黒褐色土
7層  暗褐色土
8層  暗褐色土
9層  暗褐色土

ピット1 黒褐色土
ピット2 黒褐色土
ピット3 黒褐色土
ピット4 黒褐色土
ピツト5 黒褐色土
ピット6 黒褐色土
ピット7 黒褐色土
ピット8 完掘済
ピット9 完掘済
ピット10黒掲色土
ピット11黒褐色土
ピット12黒褐色土
ピット13黒褐色土
ピット14黒褐色土
ピット15黒褐色土
ピット16黒褐色土
ピット17黒褐色土
ピット18黒褐色土
ピット19黒褐色土

粘性普通   締ま
粘性やや強い 締ま
粘性普通   締ま
粘性普通   締ま
粘性普通   締ま
粘性やや強い 締ま
粘性やや強い 締ま
粘性やや弱い 締ま
粘性やや弱い 締ま

強

　

　

　

弱

通

通

や

通

通

通

や

通

通

普

普

や

普

普

普

や

普

普

部分的に炭化物含、焼土含、ローム粒少量含

炭化物多量含、焼土含、ローム粒少量含

戊化物少畳含、ローム粒含

炭化物少量合、ローム粒少量含、ロームプロック合

炭化物少量合、焼土少畳含、ローム粒少量含、ロームブロック含

炭化物少量含、ローム粒少量合

炭化物少量含、ローム質含

炭化物少量含、ローム粒少量含

炭化物少量含、ローム粒少量含    8層 より黒み帯びる

炭化物少量合、ローム粒含

炭化物少量含、ローム粒少畳含

炭化物少量含、ローム粒少量合、ロームプロック含

炭化物少量含、ローム粒含

炭化物少量合、ローム粒少量含、ロームプロック含

炭化物少量合、ローム粒合

炭化物少量含、ローム粒少量合、ロームブロック含

炭化物少量合、ローム粒少量含

炭化物少量含、ローム粒含

炭化物少量合、ローム粒少量含

炭化物少量含、ローム粒含

炭化物少量含、ローム粒含、ロームプロック含

炭化物少量含、ローム粒少量含

炭化物少量含、ローム粒少量含

炭化物少量合、ローム粒少量含

え化物少量含、ローム粒含、ロームプロック含

炭化物少量含、ローム粒少量含

16号住居跡 (S=1/60)

粘性普通  締まりやや強い
粘性普通 締まり普通
粘性普通 締まり普通
粘性普通  締まり普通
粘性普通  締まり普通
粘性普通  締まりやや強い
粘性普通  締まりやや強い

粘性普通  締まり普通
粘性普通  締まり普通
粘性普通  締まり普通
粘性普通 締まり普通
粘性普通  締まり普通
粘性普通  締まり普通
粘性普通  締まり普通
粘性普通  締まり普通
粘性普通  締まり普通
粘性普通  締まり普通

第65図

|∞

田
．

∞
Ｏ
Ｏ

�
０
０
　
Ｉ
Ｉ

A パ
866200-―

層

層

層

層

黒褐色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量合、焼土少量含、ローム粒微量含

暗褐色土  粘性普通  締まりやや強い
炭化物少量含、焼土多量合、ローム粒少量含

黒褐色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、焼土少量合、ローム粒少量含

黒褐色土  粘性普通  締まりやや強い
炭化物少量合、焼土少量含、ローム粒少量含

0          1m

第66図 16号住居跡 炉跡 (S=1/30)
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第67図 16号住居跡遺物出土状況 (S〓 1/60)
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第69図  16号住居跡個体別進物分布 (2)(S=1/60)
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17号住居跡

住居覆土  暗褐色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒多量含

ピット1  暗褐色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量合、ローム粒少量含

ピット2  暗褐色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒少量含

ピット3  暗褐色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒少量含

ピット4  暗褐色土  粘性普通  締まり普追
炭化物少量含、ローム粒少量含

|>

第71図 17号住居跡 (S=V60)
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ω
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０
０
　
１
Ｉ

必

≪

ゝ
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「

∞
０
∞

い
０
０
　
Ｉ
Ｉ

B B'
868500-― 暗褐色土  粘性普通  締まり普通

炭化物少量含、焼土少量含。ローム粒含

第72図 17号住居跡 炉跡 (S=1/30)
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第73図 17号住居跡遺物出土状況 (S=1/60)

�曰
17006      17008

17006
17008
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17003

17001

17002

17003 卿
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ω
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１
１

17007

M

第74図 17号住居跡個体別遺物分布 (S=1/60)
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18号住居跡

平

E「
868300-―

衡特 簸駐韓桂轟 絡事!鍵 露財箸能臨み餡
第75図 13号住居跡 (S=1/60)

ＥＢ

一舶“

第76図 13号住居跡遺物出土状況・個体別分布 (S・ 1/60)
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19。 20号住居跡

I
W

B                                                                                B'~                                                                                   869000-―

2m

第 77図  19。 20号住居跡 (1)(S=1/60)
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ED'
869000-

0            2m

19fI
l層  暗褐色土  粘性普通
2層  黒褐色土  粘性普通
3層  黒褐色土  粘性普通
4層  暗掲色土  粘性普通
5層  黒褐色土  粘性やや強い
6層  暗褐色上  粘性普通
7層  暗褐色土  粘性普通
8層  暗掲色土  粘性やや強い
9層  暗掲色土  粘性やや強い

19住

:|li: :З::  ‡:3:   怠:1言言:|  :|々 :|‡!ど::::3:粒少量合

締まり普通   炭化物含、地山プロック多量含
締まりやや弱い 炭化物含、ローム粒少畳含

癬ま4喜遣   優lt物多筵]§ i:二会難参庭目§
締まりやや弱い 炭化物多量含、ローム粒少豊含
締まりやや弱い 炭化物合、ローム粒少量含
締まりやや強い 炭化物少量含、ローム粒含
締まりやや強い 炭化物多量含、焼土少量含
締まり普通   炭化物多量含、焼土少量含、ローム粒含

20住
ピツト1  黒褐色土
ピット2  黒褐色土
ピット3 黒褐色土
ピツト4  暗掲色土
ピツト5 黒掲色土
ピット6  黒褐色土
ピツト7 黒褐色土
ピット8 黒掲色土

粘性普通    締まりやや弱い  炭化物含、ローム粒微量含
粘性普通    締まりやや弱い  炭化物少量含、ローム粒少量含
粘性やや強い  締 まりやや弱い  炭化物少量含、ローム粒少量含
粘性普通    締まり普通    炭化物少畳含、ローム粒少量含
粘性普通    締まり普通    炭化物少量含、ローム粒少量含
粘性やや弱い  締まり普通    炭化物少量含、ローム粒少量含
粘性普通    締まり普通    炭化物少量含、ローム壮少量含
粘性普通    締まり普通    炭化物少量含、ローム粒少量含

第78図  19・ 20号住居跡 (2) (S=1/60)
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第79図 19号住居跡 炉跡 (S=1/30)

黒褐色土  粘性やや強い 締まり強い
炭化物含、焼土含、ローム粒少量含

黒褐色土  粘性やや強い 締まり強い
炭化物少量含、焼土少量合、ローム粒含

暗褐色土  粘性普通   締まりやや強い
炭化物少量合、ローム粒多量

B                   B'
-             868500-―

覆土  黒褐色土 粘性やや強い 締まり普通
炭化物少量含、焼土微量合

0          1m

第80図 20号住居跡 炉跡 (S=1/30)
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第81図 19・ 20号住居跡遺物出上状況 (S=1/60)
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第82図  19。 20号住居跡個体別違物分布 (S=1/60)
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10m

第83図 出土遺物遺構間接合図 (S=1/300)
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3号住居跡

2号住居跡

6号住居跡

⑮

住居構造概念図 (S=1/120)

-77-

③ /s◎

◎
輿銹

4号住居跡

/メ⊆ デ

5号住居跡
炉正面観

入口方向

主軸一一一一
第34図



7号住居跡

4

町
痙

8号住居跡

）
、
、
母
ヾ
、
　
　
　
＼
＼

＼
畿

、

」

13号住居跡

一キ ー ー ー

炉正面観

入口方向

Jと草由

第85図 住居構造概念図 (S=1/120)
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15号住居跡

17号住居跡

ё

１

と

　

　

　

小

一昨

19号住居跡

第86図 住居構造概念図 (S=1/120)

邸

20号住居跡

炉正面観

入口方向

主軸一一一一
-79-
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０

ｍ
Ｏ
〓

∞
ω
め

∞
０
０

１
１

1層

2層

3層

4層

観 1 ゆ,
0093     0105

覆土  黒褐色土 粘性普通 締まりやや弱い
炭化物少量含、ローム粒含  撓乱か

2号土坑

暗褐色土  粘性普通  締まり普通
ローム粒含  攪乱か

4号土坑

黒掲色土  粘性普通   締まり普通
炭化物少量含、ローム粒少量含

暗掲色土  粘性やや強い 締まり普通
炭化物少量含、ローム粒多量含

黒褐色土  粘性普通   締まり普通
炭化物少量合、ローム粒少量含

暗掲色土  粘性普通   締まり普通
炭化物少量含、ローム粒多量含

ＥＢ

一

J協缶t

0086

００５５　　漸醐剛
００８７

⑮

1号土坑

覆土

第87図  1～ 5号土坑 (S=1/30)

866600-

暗褐色土 粘性普通  締まり普通
ローム粒含  攪乱か

3号土坑

暗褐色土 粘性普通 締まり普通
炭化物少畳合、ローム粒少量合  撓乱か

5号土坑

0

-80-
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ァ
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∞
ω
ω

働
０
０

‐
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―

覆土 暗褐色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒含、
ロームプロック含

6号土坑

覆土 黒褐色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム壮少量含

8号土坑

865500-―

865500-―

覆土

866800-一

暗褐色土 粘性普通 締まり普通
炭化物少量含、ローム粒少畳含

7号土坑

865500-―

黒掲色土 粘性普通 締まり普通
炭化物少量含、ローム粒少量含

10号土坑

0          1m

暗褐色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少畳含、ローム粒含

9号土坑

6～刊0号土坑 (S=耳 /30)

-81-

覆土

第88図

覆土



12号土坑

15。 16号土坑

〇

866900 -

18。 20・ 21 ・ 22号土坑

第39図 11～ 16・ 18・ 20～22号土坑 (S=1/30)
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,7号土坑

。19・ 27・ 28号土坑 (S=1/30)
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宝雲ごマ

19号土坑

傷雷90彊翻  17



．翻期的拘

劇

0069

轟フ
!0070

嘲
0092

鸞 ′
-01102

(el母土塊)

23,-24・ 25`126号土坑

29・ 30・ 3.1手〕」ヒ境

第91図 23～26'29～31号土坑 (S=1/301
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B

32・ 33・ 34・ 35・ 36。 44号土坑

土

39号土坑

第92図 32～36・ 39。 40。 44号土坑 (S=1/30)

40号土坑
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A'
866800-

867000-

37・ 38・ 45手}」ヒt花

第93図 37・ 38・ 41～ 43・ 45号土坑 (S=1/30)

ヤ
ヽ
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41・ 42号土坑



867500-―

覆土

暗褐色土  粘性普通  締 まり普通
炭化物少畳含、百―ム粒含

48号土坑

暗褐色土 粘性普通 締まり普通
濃化物少量含、ローム粒含

46号土坑

867500~~

覆土

49号土抗

50号土抗

暗褐色土 粘性普通 締まり普通
炭化物少量含、ローム粒含

47号土坑

覆上

覆土  暗褐色土 粘性普通 締まり普通
長化物少量含、ローム粒含

覆上  黒褐色土 粘性普通 締まり普通
炭化物少畳合、ローム粒少量含

49・ 50号土坑

867.500-―

暗褐色土 ―粘性やや強い 締まり普通
え化物少畳含、コーム粒含

54号土坑

53号土坑 覆土  E4B色土 活性普通 締まり普通                 
覆土

炭化物少量含、ローム粒含

o2号土抗 覆土  暗褐色土 粘性普通 締まり普通
床化物少量合、ローム粒含

53・ 62号土坑

第94図 46～ 50・ 53・ 54・ 62号土坑 (S=1/30)
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ミ

い８
臣

,1号主抗

52号土坑

867600・

警
  雛 嫉 論 、口_ム社合 

普通 籠言,普通

凝上    晴搬亀土        粘柱普通  綺まり普通
災化物少盤 、ローふ粒少登含

51。 52号土坑

86■500・

51・ 52号土坑出土遺物分布

第95図  51・ 52号土抗 (S=1/30)

-88-



867500-―

暗褐色土 粘性普通  締まり普通
炭化物少量合、ローム粒含

55号土坑

○

56号土坑  覆土  暗褐色土

57号土坑  覆土  暗褐色土

58号土抗  覆土  暗褐色土

867400-―

暗褐色土 粘性普通  締まり普通
炭化物少量合、ローム粒含、小児頭大礫含

60号土坑

覆土 暗褐色土 粘性普通 締まり普通
炭化物少量合、ローム粒少量含

59号土坑

867400-一

867500-―

0015

粘性普通 締まり普通 炭化物少量合、ローム粒含
粘性普通 締まり普通 炭化物少量含、ローム粒含
粘性普通 締まり普通 炭化物少量含、焼土少量含、ローム粒含
56・ 57・ 58号土坑

60号土坑遺物出土状況

第96図 55～ 60号土坑 (S=1/30)

-89-

覆土

lm



留

〇

―

⑤

　

一

867300-―

暗褐色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒含

61号上坑

覆土  黒褐色土  粘性弱い  締まり弱い
炭化物少量合

66号土坑

第97図 61・ 63～66号土坑 (S=1/30)

-90-

867300-―

暗褐色上 粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒含

63号土坑

867300-―

黒褐色土  粘性弱い  締まり弱い
炭化物少量含

64号土坑

覆土

65号土坑

0016

簸潔か
0017

867300-

lm



④

ヽ

1~

|

!

覆土

867700-―

暗褐色土  粘性普通  締まりやや強い
炭化物少量合、ローム粒含

67号土坑

0018

867600-―

68・ 69号土坑

867600-―

第98図 67～ 72号土坑 (S=1/30)

867600-―

70号土坑

覆土   黒褐色土  粘性やや弱い 締まりやや弱い
炭化物少量含、ロームブロック含

71号土坑

覆土  暗褐色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒含

70。 71号土坑

68号土坑
1層   暗褐色土  粘性普通  締まり普通

炭化物少量含、ローム粒少量含
2層   暗黄褐色土 粘性普通  締まりやや強い

炭化物少量含、ローム粒多量含

69号土坑
1層   暗褐色土  粘性普通  締まり普通

炭化物少量含、ローム粒含

2層   暗褐色土 粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ロームプロック含、
ローム粒少量含

3層   暗褐色土  粘性普通  締まりやや強い
炭化物少量含、ローム粒含

0019

⑤

司

72号土坑遺物出土状況

867600-

0          1m

暗褐色土 粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒少量含

72号土坑

覆土

-91-



866500-―

73号土坑

覆土 黒褐色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒含

暗褐色土 粘性やや強い 締まり普通
炭化物少量含、焼土少量含、ローム粒多量含

暗褐色土 粘性やや強い 締まり普通
炭化物少量合、焼土少量含、ローム粒多量含

黒褐色土  粘性普通  締まり普通
炭化物含、ローム粒少量含

暗褐色土  粘性やや強い 締 まり普通
炭化物少量合、ローム粒含

暗褐色土  粘性普通  締まりやや強い
炭化物少量含、ローム粒少量含

|>

74号土坑

75号土坑

土

　

　

土

覆

　

　

覆

＞
．

∞
ω
Ｎ

Ｎ
Ｏ
Ｏ
　
Ｉ
Ｉ

BI
867700-―

74 75号土坑

|>

76号土坑

77号土坑

78号土坑

土
　
　

土

　

　

土

覆
　
　

覆

　

　

覆′

牌

早

す

ゝ ∞ωＮ
〇〇〇
‘』１．

76・ 77'78号土坑

第99図 73～ 78号土坑 (S=1/30)

867600ど≧
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867.300-

“

61600-

867:300-

8661600-―

暗褐色土 粘性普通 締まり普通
炭花物少量含、口ニム粒含

80号土坑覆土 嗜褐色土 粘性警通1 締ま,普通
炭イヒ物少量含、ローム粒含

79号上坑|

867300~

覆上 暗褐色上 粘性普通 締ま,普通
炭化物少畳含、コーム粒含

32号土坑

867300-

騒土 暗褐色土 粘性普通 締まり普通
炭化物少量書、コーム粒含

31号土坑

⑬

暗褐色土 粘性普通 1締 まり普通
炭化物少最合、ローム壮含

83号土坑

齢 亀撃 選ム藩
り普通

84号土坑

0          1m
第100図 79～ 84号土坑 (S=1/30)

-98-

薮土



⑮

ミ

1残

暗褐0主 粘性普通
締まり誓撞
泉化物少畳合、ローム粒含

暗褐色上 活性やや弱い
締まりやや弱い
炭化物少畳合、ローム粒含

B

85・ 86号」ヒ坑

867100旦

867.100-

暗褐竺土 粘性普通 ―締まり普通
真化物少量含、,―ム粒含

88号土坑

867100-

暗褐色土 活性普通 締まり着通
炭化物少量含、ローム粒少畳含

99号土航

0

35号土坑 覆土

dむ号土現 覆土

雅

867100-

87号土坑

暗掲色上 お性普通 締まり誓通
庚化物少畳含、ローム粒少量含

89号土坑

第101図 85～90号土坑 (S=‖ /30)

-94-

覆土 覆土



867200-一

867000~―

覆土 暗褐I色土 粘性誓通 術まり普通
炭化物少量含、ローム粒含

94号土坑

8661900-

暗褐れキ 粘性普通 綺まり普通
濃化物少量含、コーム粒多量合

95号土坑

0

暗褐色土 粘性普通 締まり普通
iえイヒ物少量合.七―ム粒少量合

91号土坑

⑤

覆土 暗褐色土 粘性普通 締まり普通
炭花物少量合、コニム蔵多量含

92号土坑

④

噂縛色土 鶉推普通 締
=り
普通

激化物少量合、ローム粒合

93号上坑

第102図  91～95号土坑 (S‐ 1/30)

-95-

覆土

覆上



翻
・陸

暗褐色二 描性普通 締まり普通
炭花物少長含、ローム粒少曇合

96号土坑

lul
0028

8671200-

96号土坑違物出土状況

867!600-―

07号土坑

瞬 封

雑
・雅

暗褐色上 粘性やや強い 締まり普通 炭化物少量含、ローム粒多量含
暗渇色土 絡性普通 締まみ普通 1廃花物含、ローーム輝少登含

97・ 9碍勧

第 103図 96～ 98号土坑 (S=1イ 30)

-96-



④

報 200-

86■200-‐

867600-

第104-図 99・ 100・ 102号土抗 (S‐ 1/301

覆土  暗褐色土 粘性やや調Ⅲ・ 1締まりやや弱い
炭化物少豊含、口‐ィムプロック書

99号土坑

凝主 諭去ぎ やゃ弱い籠まりやや弱い
199号土坑

糠・ 罠紀縁赤章ぎrξど資雄歩聾聾
け報い

102号土坑

-97-



∞ωＮ
い００　にに

黒褐色土 粘性弱い 締まり弱い
炭化物少畳合

101号土坑 (S宇 →/40)

ｃ

帯

ｏ lm

867300-

覆土  暗褐色土 粘性やや強い 締まり普通―
炭花物少量合、ローム粒含、焼土プロツタ含

103号」三〕丸 (S=1/30)

103号土坑選物出土状況 (S=1/30)

867詢o旦

8671800-―

第105図 101号土坑 (S=1/40)

-98-

。103号土境 (S=1/30)
lm



867200-― 867000-―

暗褐色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒少畳含

黒褐色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒含

106号土坑

覆土 暗褐色土 粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒少量含

104号土坑
105号土坑 覆土

106号土坑 覆土

105

⑩

867000-―

107号土坑 覆土

108号土坑 覆上

暗褐色土  粘性やや強い
締まり普通

炭化物少量含、ローム粒含

暗褐色土  粘性やや強い
締まり普通

炭化物少量含、ローム粒含

107・ 108号土坑

109号土抗

110号土坑

土
　
土

覆
　
覆

暗褐色土 粘性やや強い 締まり普通

暗褐色土 粘性やや強い 締まり普通

109。 110号土坑

炭化物少量含、ローム粒含

炭化物少量含、ローム粒少量含

第 106図  104～ 111号土坑 (S=1/30)

冨

〇

―

866800-―

暗褐色土 粘性普通  締まり普通
炭化物少量合、ローム粒含

111号土坑

0          1m

-99-

覆土



⑭

866800-―

112号土坑

113号土坑

866800-―

暗褐色土 粘性やや強い 締まり普通
炭化物少量合、ローム粒少量含

115号土坑

黒褐色上  粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒少畳含

黒褐色土 粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒少量含

B'
867700-―

土
　
　
土

覆
　
　
覆

112・ 113号土坑

866800~~

の

　

一

覆土覆土 暗褐色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒含

114号土坑

＞

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＞
．

∞
Ｏ
Ｎ

Ｎ
Ｏ
Ｏ
　
Ｉ
Ｉ

′

体

洋

＞
B

盈
財尉競毛僻 麟

通

“
号勧

第107図  112～ 116号土坑 (S=1/30)
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残

樹

評
８

Ｐ

ト

aC7 100ど
」

B67郷0-

黒褐色土 粘桂弱い .締まり弱い
炭化物多量含、焼土含

118号土坑

暗褐色i 粘性やや強い .締まり普通
|えTと物少量含、口‐ム粒合

117号土坑

漠編易オ壌碧ギぞ紹強ぉ堪耳
り普通

119号土坑

第108図  117～ 119号土坑 tS=1/30)

-101-



867000-―

866800-―

覆土 暗褐色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒少量含

121号土坑

866800-―

覆土 暗褐色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒含

120号土坑

866800-―

暗褐色土  粘性普通  締 まり普通
炭化物少量含、ローム粒少量含

122号土坑

123号土抗

124号土坑

土
　
　
土

覆
　
　
覆

暗褐色土 粘性普通 締まり普通
炭化物少畳合、ローム粒少量含

暗褐色土 粘性普通 締まり普通
炭化物少畳含、ローム粒含

123・ 124号土坑

£

００２６

冒阻
2

867800~~

暗褐色土 粘性普通 締まり普通
炭化物少量合、ローム粒含

125号土坑

867800~~

0025

125号土坑遺物出土状況

120～ 125号土坑 (S=1/30)

-102-

短響

0026

覆土

第109図



暗褐色土  粘性普通  締 まり普通
決化物少量含、ローム粒含

126号土坑

覆土

866600-―

866600どと

覆土  暗褐色土 粘性やや弱い 締まり普通
炭化物少量含、ローム粒含

覆土   暗褐色土 粘性やや弱い 締まり普通
炭化物少量含、ローム粒多量含

覆土  暗褐色土 粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒少量含

131 ・ 132・ 133号土坑

第110図  126～ 135号土坑 (S=1/30)

黒褐色土  粘性やや弱い 締まりやや弱い
炭化物少量合、ローム粒少量含

暗掲色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒少量含

黒褐色土  粘性弱い  締まり弱い
炭化物含、ローム粒少量含

130・ 134・ 135号土坑

130号土抗 覆土

134号土坑 覆土

135号土坑 覆土

覆土 暗褐色土  粘性普通  締まりやや弱い
炭化物少量含、ローム粒多量含

127号土坑

⑨
尾

〇

―

866800-―

覆土

866600-~

暗褐色土  粘性やや弱い 締まり普通
炭化物少量合、ローム粒含

128号土坑

覆土   暗褐色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒少量合

129号土坑

0          1m

A

131号土坑

132号土坑

133号土坑

-103-



⑮

覆土

866800皇  生

暗掲色土 粘性普通  締まり普通

暗褐色土 粘性普通  締まり普通

暗褐色土  粘性普通  締まり普通

暗掲色土  粘性普通  締まり普通

暗褐色土  粘性普通  締まり普通

866600-―

暗掲色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量合、ローム粒含

137号土坑

△
0028

等 ヽ
0073
(140号土坑 )

866600-―

暗褐色土 粘性普通  締 ま り普通
炭化物少量含、ローム粒少量含

138号土坑

団
歳

覆土

覆土 黒褐色土  粘性弱い  締まり弱い
炭化物少量含、ローム粒含

136号土坑

ICtl

覆土 暗褐色土 粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒少量含

141号土坑

∞ωω
∞００　睛障

C 賀
一

139号土坑

140号土抗

142号土坑

143号土抗

144号土坑

土

土

土

土

土

覆

覆

覆

覆

覆

炭化物少量含、ローム粒含

炭化物少畳合、ローム粒少量含

炭化物少量含、ローム粒少量含

炭化物少量合、ローム粒少量含

炭化物少量合、ローム粒含

第111図 136～ 144号土坑 (S=1/30)

-104-

139・ 140。 142・ 143・ 144;計ELtt



覆土 暗掲色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒少量含

145号土坑

浴 T

黒褐色土  粘性普通  締まり強い
炭化物少量含、ロームプロック含

147号土坑

黒褐色土  粘性弱い  締まり弱い
炭化物含、ローム粒含

146号土坑

皐 ,

147号土坑遺物出土状況

第112図 145～ 147号上坑 (S=1/30)
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ワ

００６７掏翻湖００３２Ｍ磁］867600-

867600-

148号土抗

149号土坑

覆土

867600・
Enl

土
　
　
土

覆
　
　
覆

黒褐色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ロームブロック含

黒褐色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒含

148。 149号土坑

150号土坑

151号土坑

第113図  148～ 151号土坑

暗掲色土 粘性普通 締まり普通
炭化物少量含、ローム粒含

・∞

。
。
Φ

卜
Φ
∞

暗褐色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒少量含

①

-106-

(S=1/30)

覆土



覆土

867500-

暗掲色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒含

152号土坑

867500-

152号土坑遺物出土状況

867500- 867500-

黒褐色土  粘性弱い  締 まり弱い
炭化物少畳含

154号土坑

867600-―

覆土

覆土 黒褐色土 粘性弱い 締まり弱い
炭化物少量含、ローム粒少量含

153号土坑

Θ

155号土坑

156号土坑

土
　
土

覆

覆

黒褐色土 粘性弱い 締まり弱い 濃化物少量合、ローム粒少量含

黒褐色土 粘性弱い 締まり弱い 炭化物少量含、ローム粒少量合

155。 156号土坑

第114図  152～ 156号土坑 (S=1/30)

0033

-107-



867600-―

暗褐色土 粘性普通 締まり普通
淀化物少量含、ローム粒少量含

157号土坑

○

―-                  867600-―

覆土  暗褐色土  粘性普通  締 まり普通
炭化物少量合、ローム粒少量含

158号土坑

157号土坑遺物出土状況

＞
．

∞
ω
Ｎ

Ｎ
Ｏ
Ｏ

Ｉ
Ｉ

867600-―

暗褐色土 粘性普通 締まり普通
炭化物少量合、ローム粒少量含

159号土坑

867700旦

暗褐色土  粘性普通  締まりやや強い
炭化物少量合、ローム粒合、コームプロック含

160号土坑

第115図 157～ 160号土坑 (S=1/30)

-108-



∞ｑ
き
０
脆

867600≦≧

867600旦

162号上抗

覆土  黒褐色土 活性普通
民化物少量含

締まり誓通

160'162号土坑

第116図  160,162号土坑 (S=1/30)

-109-



￥
００５６

移 ′   籐 ,

0084    0106

0084・ 0106
JB♭ヽ
0079

留 恥紗r
0061       0094

(160号土坑 )

160。 162号土坑遺物出土状況

第悧7図 160・ 162号土坑 (S=1/30)

-110-



火魁

覆土  暗褐tt 粘性普盪 締まり普通
炭化物少量含.ロームー粒多量含

161号土坑過物分布

161号土坑

Ⅵザ 導フ

067600-―

161号土坑遺物出土状況

第118図 161号土坑 (S=1/30)

-111-
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＞
．

∞
Φ
河

ヽ
〇
〇

―
―

層

　

層

　

層

1層

5層

暗褐色土  粘性普通   締まり普通
炭化物少畳合、ローム粒含

暗褐色土  粘性やや強い 締まり普通
炭化物少量含、ローム粒少量含

暗褐色土  粘性普通   締まりやや強い
炭化物含、ローム粒少量含

暗褐色土  粘性やや強い 締まり普通
炭化物少量含、ローム粒少量含

暗褐色土 粘性普通   締まり普通
炭化物少量合、ローム粒多量含

163・ 164号土坑

lubl 篭鴎
鵜
0072

警》
0089

0078

EA

制
0100

制

嘲
0085

E梵
867600~~

163。 164号上坑遺物出土状況

第119図 163・ 164号土坑 (S=1/30)

0058

-112-
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絢

覆土  暗褐色土 粘世普通 締ま,替通
炭化物少鯰 コーネ粒少豊書|

165号土坑

165号土坑遺物出土状況

脇 書
控鍼い締

=,弱
い

1∞号土坑

第120図 165。 1∞号土坑 (S=1/90)
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¨ 鬱
留

００３７

|>

＞
．

∞
０
∞

い
０
０

１
１

闇

B

覆土 暗褐色土  粘性普通  締まり普通
炭化物少量含、ローム粒少量含

土器0036周 辺のみ焼上分布

167号土坑

覆土

868600-

暗褐色土 粘性普通 締まり普通
炭化物少量合、ローム粒少量含

168号土坑

B

167号土坑遺物出土状況

Bl
868500-― BI

868500-~

868600-―

169号土坑

170号上抗

覆土 暗褐色土 粘性普通 締まり普通
炭化物少量含、焼土少量合、ローム粒含

暗褐色土 粘性普通 締まり普通
炭化物少量含、ローム粒含

169・ 170号土坑

第121図 167～ 170号土坑 (S=1/30)

0036

覆上

-114-

169。 170号上坑出土遺物分布

lm



暗褐色土 粘性普通 締まり普通―
炭化物少量合、ローム粒金、焼上少量含

171号土坑

173号土坑

痩紀競誤 言毒ム越鍵評
172号土坑

174号土坑

868.700-―

“

8700-

175号土坑出土遺物分布

868,700-

第122図  171～175号土坑

-115-

17S号土坑

(S〓 1た0)



Θ

868900どと

176。 177号土坑

178号土坑

第123図  176～ 173号土坑

-116-

(S=1/30)



十

十

１■
２　
　
　
　
掠
絆
Ψ

十

働

く

湘

十　隠べ調即ン　　　十
蝶　　　十

口巧

十４に呼１５

十

７

１

一

１

８

桐号清
 ≦
溝

+  1号 竪穴 十

∞

0

十

十

20m

第124図  1～ 11号溝 (S〓 1/400)
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・一中，２

第1.2・5図 1号薄布糾 偽‐1/4001
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第 126図  2号溝 (S=1/100)
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6号溝

3号溝

第127図  3～ 8号溝 (s=1,100)

-120-



第128図  9～ 11号溝 (S=1/100)
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Q

B'
865500-―

第129図  1号竪穴 (S=再 /60)
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0001(1号 住居跡 0004(19号 住居跡 一括 )

IT
|

一括 )

0005(7号 住居跡 一括)

0002 (B-8G) 0003 (B-8G)

0009(2号住居跡 一括)

0012(19号住居跡

第130図 縄文時代遺構外出土遺物 (S=1/2)

0010(3号 住居跡 ピット6)

‥′開田閣日日四胸　　一括＞

７

胸

日胴円山日日旧旧口凹‐‐　　
一括ぅ一

節
犀

用

‐

単節RL
0007(19号住居跡

0013 (B-8G)

条痕

0008 (G-6G)

0011(165号土坑)

5cm

(1号住居跡

-123-



1号住居跡

中帯文

横位 3段区画

人物意匠 l単位

区画内縦位沈線充填

01001

口縁部推定 1単位の区画文様

区画内キャタピラ文

半裁竹管刺突による蓮華文

内面黒彩 外面一部黒彩か

第131図  1号住居跡出土遺物 (1)(S=1/4)
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頸部鍔状隆帯体部パネル文

I」 字状隆体区画

区画内斜位沈線、キャタピラ文、三角押し文

口縁部4単位の把手

内 1単位は隆帯により蛇状の装飾を付す

重三角区画

体部横位蛇行隆帯

第132図  1号住居跡出土遺物 (2)(S=1/4)
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I号住居跡

4単位の隆帯区画

隆帯間は三角区画を重畳

施文は竹管内面を使用した半隆帯

口縁部重三角区画

4単位のミミズク把手

以下体部横位 4段区画 中央は連続三角区画か
最下部楕円文

|

口縁部重三角区画

区画内キャタピラ文、三角押し文、三又文等

口縁部 1単位の隆帝貼付けによる小突起

体部単節RL施文

体部下半 1単位の逆U字状隆帯に従位隆帯付加

単節RL
外面黒彩

01009

第133図  1号住居跡出土遺物 (3)(S=ヽ /4)

-126-

10cm



口縁部崩れた重三角区画

4単位の把手 内 1つ は内面ミミズク状の大把手
半肉彫り的

口縁部1単位の大把手から端末を巻き込む

頸部鍔状隆帯

体部端末を巻き込んだI」 字状隆帯区画のパネル文

第134図  1号住居跡出土遺物 (4)(S=1/4)

10cm
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1号住居跡

01012

体部半裁竹管による連続刺突

体部横位蛇行隆帯

上位はキャタピラ文、蓬華文充填

下位は単節RL充填

口縁部推定 l単位のミミズク把手中位から貼付け

体部腕状モチーフ、渦巻状隆帯

隆帯間は渦巻き文三叉文等で充填

口縁部 1単位の大把手

頂部に人面状モチーフ

体部隆帝による腕状モチーフ

隆帯間は従位沈線等で充填

第 135図  1号 住居跡出土遺物 (5)(S=1/4)

-128-

10cm



1号住居跡

口縁部推定 4単位のミミズク状把手

体部隆帯による文様展開

把手下部の隆帝に綾杉状刺突

外面黒彩

/  01017

体部推定 2単位の人物意匠

人体意匠上に単節RL施文

頭部剥落

外面黒彩か

体部 1単位の眼鏡状突起 (押出し)

底部 2個 1対の焼成前刻み4単位

内面赤彩、外面一部黒彩

土圧により器形の歪み顕著

01018

第136図 (6)(S=1/4)

0            10Cm



地文単節LR横位施文

地文単節LR横位施文

01022

地文LLR3段 の直前段反撚縦位施文
粗雑

地文単節RL横位施文

第137図  1号住居跡出土遺物 (7)(S=1/4)

線

文

沈

ル

位
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部
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体

区

地文単節RL横位施文

口縁部横位楕円区画

区画内縦位沈線充填

01026

鯵0鯵  な縁亀
2                34

01025

10cm

小形剥片石器

れ9
1

磯

３５

庵

⑥

姶ぐゆ 璽房矧辰働

第138図  1号住居跡出土石器一覧 (1)(S=1/4)
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第139図  1号住居跡出上石器一覧 (2)(S=V8・ 1/16)
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2号住居跡

口縁部無文帯

体部パネル文

統位蛇行隆帯他

区画内斜行沈線

下位に単節LR
輪積み痕一部残す

口縁部隆帝により対向U字状モチーフ

隆帯上単節縄文施文

体部推定 4単位隆帯区画

隆帯脇キヤタピラ文、ジグザグ文

口縁部縦長区画

区画内横位沈線

体部パネル文区画内キヤタピラ文、三叉文充填

口縁部 2段に楕円区画

区画内縦位沈線充填後縦定刻み

体部単節LR施文

第140図  2号住居跡出土遺物 (1)(S=可 /4)

⌒

-132-

o             10cm



2号住居跡

口縁部 1単位の大把手 (欠損)

頸部横位キャタピラ文

体部縦位隆帯貼付け (推定4単位)頭部鍔状隆帯

I」 字状に隆帯で区画後沈線充填

02007

口唇部連続刺突

口縁都下隆帝により肥厚

口縁都 1単位の小突起

突起下から伸びる縦位沈線、

U字状モチーフで人体意匠

口縁都 1単位の突起

口縁部内弯

地文単節RL横位施文

口縁部 1単位の小突起

突起下から隆帝が垂下

隆帯端末を巻き込む

第141図  2号住居跡出土遺物

口縁部に小突起推定 4単位

波頂下に沈線による三角文

口縁部楕円区画

細頸重か

八ツ

-133-

(2)(S=1/4)

10cm



2号住居跡

|

口縁部小突起貼付け推定 4単位

口縁部楕円区画文重畳

体都撚り糸L縦位施文

口縁部外面にミミズク把手

器壁薄く丁寧に調整される

02015

ｒ

″
”

|

1段の縄文施文後横位沈線、

縦位沈線、円文施文口縁部に 1単位の小突起

突起下外面にミミズク把手

口縁部対向U字

縦位沈線

02016

残存部位に2カ 所の円文

体部は基本的に単節LR綻位施文

第142図  2号住居跡出土遺物 (3)(S=1/4)

02018

体部パネル文

区画内積位 斜位沈線充填

体部単節RL施文

-134-

0             10Cm



2号住居跡

02020

小破片からの復元

口縁部久損

体部文様抽象文か
無文ではあるが器壁が薄く体部調整丁寧

調整丁寧

円形透かし
地文単節RL横位施文

底部付近撫で消し

0 10cm      O

(02019-02025  S=1/4 ・ 02026  S=1/2)

-135-

1単位の小突起

突起上に粘土紐貼付け

第143図  2号住居跡出土遺物 (4)



2号住居跡

打ヽ形剥片石器

  盟魅 ‖  0    10Cm
3

中形剥片石器
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第144図  2号住居跡出土石器一覧 (S=1/4・ 1/8。 1/16)
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3号住居跡

口頸部外面 2単位のミミズク把手

把手間に先端子持ち壼状の隆帯 2本貼付け、

内部に渦巻き繋ぎ状モテーフ

外面一部赤彩の痕跡残す

1     1′  03002

接合しない大型破片から器形復元

鎖状隆帯による対向U字状モチーフか

0            刊Ocm

3号住居跡出土遺物 (1)(S=1/4)

-137-

第145図



3号住居跡

口縁郡 1単位の大型把手

把手部の大半を欠損

把手下及びその対称の位置から隆帯垂下

体部粗雑にU字状縄文磨 り消し

ご    03004

口唇部刻み施文後沈線施文

更に軽 く撫でて最終調整

ミミズク状の大把手下外面にミミズク状把手付加

第146図  3号住居跡出土遺物 (2)(S=V4)
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3号住居跡

口縁部、頸部横位隆帯

隆帯間を縦位隆帯で4単位に区画

平口縁

顕部楕円区画推定 4単位

区画内縦位及び斜位沈線充填

口縁部 1単位の大把手

把手下とその対称の位置にミミズク把手

把手下から隆帝垂下

体部上位に円文 4単位

第147図  3号住居跡出土遺物 (3)(S=1/4)
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3号住居跡

∇

地文単節RL縦位施文

頸部で強くくびれ口縁部が外上方に開く

体部は沈線により文様を展開

地文単節 LR横位施文

第148図  3号住居跡出土遺物

-140-

(4)(S=1/4)



3号住居跡

口縁部 1単位の大把手

頸部鍔状隆帯

体部縦位及び対向U字状隆帯

口縁部屈曲

頸部横位隆帯

隆帯上刻み及び交互刺突

頸部鍔状隆帯

体部推定 4単位の縦位隆帯区画の

内部対向U字状モチーフ推定 2単位

口縁部内面粘土紐貼付け

頸部鍔状隆帯

体部推定4単位対向U字状モチーフ

モテーフ上綾杉状刻み

第149図  3号住居跡出土遺物 (5)

-141-

(S=1/4)

10cm



3号住居跡

口縁都 1単位の大把手

頸部鍔状隆帝未発達

体部推定 4単位隆帝区画

体部パネル文

地文単節RL縦位施文

口縁部大きく開く

横位、縦位隆帯貼付け

補修孔有り

地文 0段多条RL斜位施文

第150図  3号住居跡出土遺物 (6)(S=1/4)

-142-

10cm



3号住居跡

平口縁

顎部くの字状にくびれる

体部パネル文

口縁直下横長区画

以下縦長区画

区画内縦位及び斜位沈線

03021

地文単節RL横位施文後 2本の隆帝縦位貼付け 1単位

底部付近は相対する三角形状

口縁都大把手 1単位

把手上に蛇状の隆帯貼付け

隆帯脇三角押し連続

隆帯間蓮華状文、三叉文、沈線充填

萎 ∇
03023

1単位の大把手

隆帯上刻み

黒彩か

03027

1          03026

重三角状区画

区画内円形貼付け、三叉文

第151図  3号住居跡出土遺物 (7)(S=1/4)
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3号住居跡

ヽ
     |

4単位の小波状

El唇部沈線文

第1.52図  3号住居跡出土避物 (8)(s=1/4)

タピラ文 蓬ヽ事状刺突



3号住居跡

新巻類型か

口縁部に 1単位の把手

把手下矢羽状に沈線

地文単節LR、 RL
一部羽状

第 153図  3号 住居跡出土遺物 (9)

03037

接合痕から剥落し、擬口縁を呈する

鬱麗議5サ
03040

口縁部櫛描波状文

03041

焼町類型

体部渦巻き文

三又文

内外面煤状のもの付着

(03033-03041 ・ 03044～ 03046

-145-

鵜 F
平出ⅢA

0

03043

外面ヘラ研磨

03035

10cm

03036

S=1/4 ・ 03042・ 03043  S=1/2)



3号住居跡

1単位の大把手

表裏とも突起に沿い沈線施文

外面は玉抱き三叉状

1単位の大把手

外面環状の貼付部に刻み

その他の隆帝上に交互刺突

及び同原体による大きな刻み

底部付近楕円横帝区画

粗雑に沈線、刻みを付す

/′

03052

伊

孟
′

　

　

　

０

(10)  (03047-03049

-146-

03048

第154図  3号住居跡出土遺物 S=1/4・ 03050-03054 S=1/2)
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4号住居跡

♭ #0

口縁部外面ミミズク把手推定 5単位

頸部円形只古付文推定 3単位

口縁部隆帝による三角区画

体部区画内沈線充填

口縁部外面ミミズク把手推定 4単位

口縁部文様帯隆帯による楕円区画

区画内縦位沈線施文

体部地文単節RL斜位施文
土圧による歪み顔著

口縁部大把手 l単位

体部横位区画文

区画内縦位沈線施文

口縁部 4単位の小波状

波頂下外面ミミズク状把手

ミミズク間を隆帯で連携

体部下半櫛形文か

0

第156図  4号住居跡出土遺物 (1)(S=1/4)

-148-

10cm



4号住居跡

口縁部 1単位の大把手

体部パネル文

隆帯貼付けなし

口縁部 1単位の把手

頸部楕円区画文 4単位

体部単節LR

口縁部隆帯貼付 1単位か

頸部横位区画文

体部単節LR

口縁部 1単位の把手

波頂部から縦位に隆帯貼付け

地文単節RL

第157図  4号住居跡出土遺物

-149-

(2)(S=1/4)



4号住居跡

平口縁

頸部鍔状隆帯

隆帯上交互押捺

体部パネル文

口縁部 4単位の小波状

口縁部 4単位の楕円区画文

波頂下外面縦位隆帯貼付け

体部下半沈線による櫛形文

地文RLの撚り糸文縦位施文

ヘラ研磨されるが器外面に輪積み痕を残す

第158図  4号住居跡出土遺物 (3)(S=1/4)

04011

底部付近横帯区画

区画内縦位沈線充填

器外面調整丁寧

底部付近楕円横帯区画

04015

04017

縦位長楕円2個 と菱形の透かしを交互に配する

04012

04016

-150-

0             10Cm



0             10Cm

第159図  4号住居跡出土遺物 (4)
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o             5cm

(04018  S=1/4 ・ 04019  S=1/2)
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第160図  4号住居跡出土石器一覧 (1)
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4号住居跡出土石器一覧 (2)(S=1/8)

第162図  5号住居跡出土遺物 (1)(S=1/4)

5号住居跡
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5号住居跡

|

第163図

平口縁か

地文 0段多条RL横位施文

05004

5号住居跡出土遺物 (2)(S=1/4)

平口縁か

底部から外上方に直線的に延びる

体部地文 0段多条RL横位施文

0            10Cm

中形剥片石器

鐵 畿
→      93

劇@"

醐

渤Ⅷ

脚

□

Ⅲ{趨“

縁#鰻餌 〔Ъ 72

0     10cm

―

第164図  5号住居跡出土石器一覧 (S=1/8・ 1/16)
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6号住居跡

平口縁

頸部横位鎖状隆帯

体部文様帯隆帯区画

区画内三叉文等

体部下半単節LR

体部横帯区画

縦位半隆帯充填

半隆帯上連続押引き文、交互刺突

口縁部4単位の波状突起

波頂部を頂点に矩形区画

区画内半隆帯により沈線密接施文

地文単節RL横位施文
器面摩減

06006

第165図  6号住居跡出土遺物 (1)(S=1/4)

一

06005

地文単節RL斜位施文

-154-

10cm



6号住居跡

け9

磨石類 (小 )

口縁部推定 4単位の小突起

口縁部文様帯重三角区画

隆帯脇三角押し文

頸部沈線によるジグザグ文

地文単節RL縦位施文

底部付近撫で消し

∞ 0 赴
◇

�

‐ｏ‐
〇嘲鯵 守ヽ騒部機

102

地文単節RL縦位施文

06010  0              5cm

第166図   6号住居跡出土遺4勿  (2)  (06006-06009。 06011 S=1/4 ・06010  S=1/2)
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第167図
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0     10cm
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● 21

6号住居跡出土石器―覧 (S=1/8)
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7号住居跡

平口縁

頚部鍔状隆帯貼付け

体部パネル文

区画内縦位沈線充填

口縁部 1単位の小突起

突起下部分的に地文磨り消し縦位にジグザグ文

|

4単位の小突起か

地文単節RL横位施文

口縁部 4単位の大波状

口縁部王葱状の隆帝区画頚部 2段の楕円区画

区画内横位沈線充填

体部下半単節LR

1単位の大犯手

把手下外面にミミズク状把手

体部地文単節RL横位施文

1単位の大把手

大柄の円形文に隆帯を貼付け

0

第168図  7号住居跡出土遺物

-156-

(1)(S=1/4)



地文単節RL縦位施文

地文単節RL斜位施文

07007

第169図  7号住居跡出土遺物 (2)(S=1/4)

07009
I                V′

Vυ ∇

口縁部久損

体部上半山形隆帯区画

体部下半地文 0段多条RL縦位施文

彬剥柄器
 ♀̈観解

中形剥片石器

@く⑫
〉¢〈域

111

第 1

鰻9診 鵠 。   10cm

サ鰺|§  緞鯵椰靭9
108

@除越悲〉12         
製石斧類

70図  7号住居跡出土石器一覧 (S=1/4'1/8)
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8号住居跡

力拘 比し側 妙

魁d出も蝿 ё馬

口縁部文様帯波状隆帝射付け

隆帯脇連続刺突文

体部指頭圧痕明瞭

口縁部直下突出

蓮華状文、三角押し文縦位施文

体部パネル文、区画内三角押し文施文

1単位の大把手

隆帯状を刻み、交互刺突により加飾

把手内面は大柄のミミズク状

口縁部推定 4単位の小突趨

突起上隆帯加飾

口縁部区画内蓮華状文

体部突起から廷びる隆帯により4分割

第171図  8号住居跡出土遺物 (1)(S=1/4)
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8号住居跡

日縁部 1単位の小突起

体部パネル文

指状モチーフ
体部下半 (除底部)略完存

破損後再利用か

残存部位 2個 l単位の貼付文 4単位

|

隆帯貼付けによる抽象文

モチーフ脇キヤタピラ文・

三角押しによるジグザグ文

口縁部に2個 1対の小突起

体部地文単節RL横位施文

1  08008

口縁部地文単節RL横位施文
口縁部下にキャタピラ文

RL施文後磨り消し

円文内部細かい原体により

ジグザグ文、三角押し文、直線文

精製される

ヽ

　「 08012

鶴
き
1で

磯賤i
゛
れ`・` ｀

:纏繋苺
ド(。

1単位の大把手

隆帝上刻み

地文単節RL斜位施文

第172図  8号住居跡出土遺物 (2)(S=1/4)
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8号住居跡

|           
″
     08014

4単位の小突起

キヤタピラ文、ジグザグ文

第173図  8号住居跡出土遺物 (3)(S=1/4)
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第174図  8号住居跡出土石器一覧 (S=V4・ 1/8)
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口縁部 4単位の把手

内1カ所は大把手

体部パネル文

区画内三叉文、蓮華状文、交互刺突

第175図  9号住居跡出土遺物 (1)(S=1/4)



口縁部 4単位の小波状

口縁部文様帯重三角区画

頸部無文帯

体部パネル文

区画内円文、沈線充填

平口縁か

顎部鍔状隆帯

体部パネル文

区画内沈線充填

第176図  9号住居跡出土遺物 (2)(S=1/4)
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9号住居跡

口縁部 1単位の大把手

頸部楕円文横帯区画

体部文様帯 2段構成

上段は波状隆帝貼付けにより区画し、三叉文、円文を重点

口縁部 1単位の大把手

頸部無文帯

体部パネル文

区画内沈線充填

第177図  9号住居跡出土遺物 (3)(S=V4)
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9号住居跡

口縁部 4単位の大波状

波頂部から垂下する隆帯を挟み円文、三叉文を配置

体部上半に波頂部に対応する楕円区画4単位

―

ヽ

峠

′

09007

口縁部 1単位の小突起

体部隆帯貼付け

隆帯脇角押し状

体部下半地文単節RL

平口縁か

口縁部楕円区画 2段

区画内縦位沈線、交互刺突

体部地文撚り糸

体部下半精円区画

第 178図  9号住居跡出土遺物 (4)(S=1/4)
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9号住居跡

芦 口縁部4単位の小波状

波頂下にミミズク状突起

体部は楕円文重畳

把手の遺存部より4単位を想定

ミミズク状の把手に対向して円形の把手

この間に上向きに円形の把手を想定

回縁部無文帯以下横帯区画

立体的な渦巻き意匠から斜位に隆帯延びる

区画内三叉文他で充填

第179図  9号住居跡出土遺物 (5)(S=1/4)
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9号住居跡

口縁部 l単位の小突起

体部縦列 3個の隆帝貼付け 4

第180図  9号住居跡出土遺物 (6)(S=1/4)

平口縁か

頸部横位隆帝、体部蛇行隆帯共に剥落顕著

体部地文単節RL

口縁部 1単位の大把手

波手下に外向するミミズク把手体部地文単節RL

-166-
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9号住居跡

口縁部 1単位の大把手 (一部剥落)

票部鍔状隆帯

体部パネル文

口縁部 2単位の大把手 (剥落)

頭部鍔状隆帯

体部パネル文

口縁部 4単位の突起

子持重状の突起とミミズク状の突起を交互に配置か

体部縦位沈線、交互刺突

口縁部 1単位の小突起

体部クランク上に隆帝貼付け

地文撚り糸

09018

第181図  9号住居跡出土遺物 (7)(S=1/4)

口縁部推定 4単位の波状

口縁部に三叉文、円文施文

体部山形に隆帯貼付け

-167-
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9号住居跡

鰻 姐

口縁部に 1単位の小突起

突起下に人体意匠

体部下半地文単節 LR

口縁部 1単位の突起

口唇部から3本の横位隆帯射付け

中央の隆帯は交互刺突、他は連続刻み

地文単節LR縦位施文

口縁部 1単位の月ヽ突起

地文単節 LR横位施文

09022

体部上位に隆帯による円形意匠

地文単節RL縦位施文

1単位の大把手

隆帯上刻み

把手内面ミミズク状

09023

0            10cm

第182図  9号住居跡出土遺物
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9号住居跡

口縁部 1単位の大把手

体部地文単節RL横位施文

焼町類型

第183図  9号住居跡出土遺物 (9)

体部パネル文

区画内横位沈線充填

体部地文単節RL横位施文

地文単節RL横位施文

地文施文後沈線施文

0            10Cm

′
―

底部付近精円横帯区画

体部パネル文

一部単節RL施文

地文単節RL縦位施文

残存部上端沈線によるジグザグ文

(09024～ 09030

-169-

S=1/4 ・ 09031  S=1/2)



9号住居跡

体部撚り糸縦位施文

ψ 夕勿 ´

″

〒́テサ:) 09036

09035

｀ヽ 、お当わ/

1単位の大把手を有する浅鉢

(09032-09036  S=1/4 ・ 09037～09039  S=1/2)

-170-

10cm

地文単節RL横位施文

第184図  9号住居跡出土遺物 (10)

5cm



9号住居跡
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ー 「 籍
喩
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第185図  9号住居跡出土遺物 (11)(S=1/2)

小形剥片石器
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第186図  9号住居跡出土石器一覧 (1)(S=1/4・ 1/8)
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9号住居跡

中形剥片石器
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第 187図  9号住居跡出土石器一覧 (2)(S=1/8。 1/16)
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10号住居跡

口縁部 1単位の大把手

体部地文単節RL

口縁部 4単位の小波状

波頂部から玉葱状に4単位の区画

頚部に横位楕円区画

体部に精円区画から延びる隆帯貼付け

体部指頭圧痕

1単位の大把手を有する鉢

隆帯上刻み、交互刺突

隆帯間に三叉文

第188図 10号住居跡出土遺物 (1)(S=1/4)
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理

絣叶θ
162

顕部蛇行隆帯貼付け

隆帯上連続刻み、交互刺突

体部地文単節RL斜位施文

10005

｀

  |  
′′
looo6

地文単節RL口縁部の一部以外縦位施文

中空の土偶装飾付土器突起

器内面丁寧に調整

人体裏は環状の装飾連続

10007

第189図 10号住居跡出土遺物 (2) (S=｀ 1/4)
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第 190図 10号住居跡出土石器一覧 (S=1/8。 1/16)



ア∝ 円
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一

―

ヽ

口頸部欠損

横帯区画

山形隆帝・楕円区画・楕円区画・山形隆帯

区画内縦位沈線充填

第 191図 11号住居跡出土遺物 (S=V4)

磨石類 (大 )
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第192図  11号住居跡出土石器一覧 (S=1/8。 1/16)
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12号住居跡

班μll/

２

日
日
脚
日　
柁

平口縁

口縁部 4単位の貼付けによる円文

貼付け間に沈線による円文 横位沈線文
地文単節 L

体部横位沈線、ジグザグ文

沈線間指頭圧痕

|           [生
V

地文単節RL施文後モチーフ貼付け
隆帯脇、隆帯上に幅狭キヤタピラ文、三角押し文

口縁部地文単節RL
頸部横位楕円文

体部隆帯貼付けによる抽象文

隆帯輪郭をキャタピラ文、三角押し文で区画

土圧による器体の歪み顕著

口縁直下に沈線によるジグザグ文

4単位の円文

地文単節RL横位施文

第193図 珂2号住居跡出土遺物 (1)(12001～ 12003 S=1/4。 12004 S=1/2)
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隆帯による渦巻き文、三角文

その下部を2段に横帯区画し、その下段は山形隆帯を貼付け

隆帝脇はキャタピラ文、ペン先状工具による連続押捺

体部サンショウウオ状モチーフ2単位

モチーフ上竹管連続刺突

モチーフ外縁キャタピラ文、三角押し文

平口縁

4単位の沈刻による円文

顕部沈線、押引きによるジグザグ文

地文単節RL

地文付加条縄文R LttL横位施文

粗雑

10cm

)    〃  12009

第194図  12号住居跡出土遺物 (2)(S=1/4)
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第195図 12号住居跡出土石器一覧 (S=1/4。 1/8)
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13号住居跡

|

口縁部推定 4単位の波状 顕部鍔状隆帯
隆帯上刻み、交互刺突 地文沈線充填

1単位の大把手

隆帝上に刻み、交互刺突

13003

体部隆帯による円形意匠

意匠間を隆帯で連結

隆帯上ヘラ刻み

体部下半楕円横帝区画

13005

13006

13004

平縁 無文
口縁部付近に指頭痕残す

第196図  13号住居跡出土遺物 (1)(S=1/4)
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躯Y

域千磯
181

韻韓娃
185

磨製石斧類

巖θ趨

o             5cm

13号住居跡出土遺物 (2)(13007～ 1301l S=1/4・ 13012 S=1/2)

11     生_______十二笙やm

13010

体部地文単節RL縦位施文

脚台部円形透かし

隆帯脇三角押し文

口縁部文様帯三角押し文

口縁部弧状、三角区画

区画内三叉文、交互押引きによリジグザグ文で充填
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13号住居跡出土石器一覧 (S=1/4・ V8・ 1/16)
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14号住居跡

― ―

― ―

‐ ―

キ

ャ

平口縁

体部無文

輪積み痕残す

二次焼成顕著

一

平口縁か

体部縦位隆帯貼付け 1単位

二次焼成を受ける

第199図 14号住居跡出土遺物 (1)(S=1/4)

14002

口縁部 1単位の大把手

二次焼成顕著

14005

0            10Cm

算盤正状の底部から外上方に立ち上がる

縦位隆帝間対向U字モチーフ

∩

Я

ＩＩ

日

口

-180-



14号住居跡

地文単節LR縦位施文

14006

天蓋式の釣手土器

天蓋部外面中央に人物 (動物)意匠

顔面部打ち欠きか

意匠両側に円形、三角形透かし

隆帯上竹管状工具による円文、隆帯脇に三角押し文

体部下半単節RL斜位施文
内面炭化物粒子付着

第200図 14号住居跡出土遺物 (2)(S=1/4)
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14号住居跡

小形剥片石器

炎|  へ{   め‖   ‰韻
12        13          14       ♂

壕くふ   50    坐________型 lCm

中形剥片石器
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15号住居跡

1単位の把手

体部地文単節RL斜位施文

1単位の把手

体部地文単節RL斜位施文

プ潔形鈎牌肋物
理 綾

鏃

口縁部隆帯剥落

顕部鍔状隆市

体部パネル文

15004

鞄
錫 勧 拶

蜜愁縁

平縁

体部地文単節RL施文後磨り消し

頚部横帯区画

区画内波状隆帯

隆帯上位のみ脇にキャタピラ文、ジグザグ文

10cm

第202図  15号住居跡出土遺物 (1)(S=1/4)

ヽ ф

Ⅷ
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／

１

‐

‐

‐

ヽ

ヽ

劇
15011

地文付加条縄文

RL・ RLR組合せ
Lと LRの原体をR方向に撚る

脚台部に3条の沈線により山形文

山形文内部を三角形透かし

15号住居跡

15006

体部パネル文

中央に推定 1単位の円文

体部下半無文帯

15010

地文単節RL縦位施文

15012

高台状の脚台付加

15014

第203図  15号住居跡出土遺物 (2)(S=1/4)
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15号住居跡

外面赤彩後黒彩

内面赤彩

15016

内面赤彩

焼成前穿孔

遺存状態不良のため詳細不明

双口土器と想定

パネル文全面に展開

隆帯を山形に配す

隆帯上ヘラ刻み

区画内三叉文、斜格子文等で充填

第204図  15号住居跡出土遺物 (3)(S=1/4)

15018

-185-

10cm



15号住居跡

／一≦
Ｑ
／一

九
Ｒ

0              5cm

磨石類 (大)

第205図  15号住居跡出土遺物 (4)(S=1/2)

第206図  15号住居跡出土石器一覧 (S=1/16)
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16号住居跡

く

）

″〃η珍ゼ

口縁部 1単位の大把手

口縁部文様帯隆帯、沈線により渦巻き文、

円文体部文様隆帯による縦位 4単位区画

区画内対向U字状隆帯

地文単節RL充填

後磨り消し

勘 デ

平口縁か

顎部横位隆帯上交互刺突

以下胴部縦位隆帯区画

体部指頭痕明瞭に残すが底部

付近は磨かれ光沢を待びる

第207図  16号住居跡出土遺物 (1)(S=1/4)
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16号住居跡

口縁部波状隆帯による区画

隆帯上円形刺突、綾杉状刻み

区画内縦位条線、三叉文充填

体部パネル文

区画内斜位条線、交互押引き

平口縁か

口縁部楕円横帝区画

区画内面爪形連続亥1み、ベン先状工具による押引き

体部指頭痕明瞭に残す

第208図  16号住居跡出土遺物 (2)(S=1/4)

■ど‐

勲|,ぜ
♂孔坐道

16003
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16号住居跡

口縁部 l単位の大把手

口縁部隆帯による楕円区画、山形区画

体部横位隆帝

体部地文維位条線

齢
ノ

胤ヽⅧ胤ⅧⅧ脚‖

平口縁か

顕部鍔状隆帯

体部パネル文

区画内沈線充填

隆帯上連続刻み、綾杉状刻み

第209図  16号住居跡出土遺物 (3)(S=1/4)

-189-
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16号住居跡

口縁部 1単位の大把手と3個の把手で 4単位に区画

この区画の中間に刀ヽ環状の突起を付す

大把手内面はミミズク状を呈し、外面は蛇体モチーフが展開

4単位区画から延びる隆帯により重三角文を構成

区画内連続円環刺突等で充填

体部斜格子状隆帝

第210図 16号住居跡出土遺物 (4)(S=1/4)

-190-



16号住居跡

口縁部 1単位の把手

頸部鍔状隆帯

体部山形隆帯

16010

第211図  16号住居跡出土遺物

底部から直線的に立ち上がり、口縁部で若干内弯する

胴部横位隆帯区画により中帯文

山形隆帯貼付け

口縁部推定 1単位の大把手

把手部欠損

頸部推定4単位のミミズク把手

把手間を隆帯で結ぶものと推定

隆帯上連続刻み、交互刺突

-191-

(5) (S=1/4)



16号住居跡

口縁部 1単位の大把手

体部山形隆帯とそれから垂下する隆帝により区画

山形区画内沈線で充填

地文単節RL縦位施文

平口縁

体部パネル文

体部全面に頭部の欠落した人体意匠 2単位

隆帯上綾杉状刻み

口縁部 1単位の把手

頭部鍔状隆帯

体部パネル文

隆帯上綾杉状刻み、交互刺突

隆帝脇キャタピラ文、ジグザグ文

無文部一部指頭圧痕残す

第212図  16号住居跡出土遺物 (6)(S=1/4)

-192-
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16号住居跡

口縁部 4単位の小波状

口縁部文様帯渦文から延びる山形

隆帯 (三叉文充填)、 縦位沈線充填

体部パネル文

隆帯上連続刻み

区画内横位沈線

三角押し文

―
ケ
16016

平口縁

底部から直線的に立ち上がり胴部上半で膨らみ

口縁部は斜め上方に立ち上がる

口縁部文様帯は4単位の「ノJの字状突起を配し

その間を沈線文、角押し文で充填

胴部上半はS字状隆帝を組み合せ招曲文を構成

胴部下半はパネル文

平口縁

頸部横位隆帯から延びる縦位精円文 2単位と

その間に斜位の楕円文を2個 l単位 2単位配す

楕円文間は指頭痕を残す

平口縁

頸部鍔状隆帯

体部パネル文

区画内菱形文十字文施文後横位沈線充填

第213図  16号住居跡出土遺物 (7)(S=1/4)

-193-
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16号住居跡

平口縁

頸部鍔状隆帯

体部パネル文

隆帯上綾杉状刻み

口縁部 4単位の小波状

推定ミミズク状の小把手を頂点に重三角文を構成

区画内三角押し文、三又文等充填

体部隆帯による渦巻き文と直線文を交互に配す

隆市上連続刻み、交互刺突

口縁部 1単位の山形突起

顕部鍔状隆帯

隆帯上綾杉状刻み、交互刺突

体部パネル文

区画内横位沈線充填

第214図  16号住居跡出土遺物 (8)(S=1/4)

-194-
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16号住居跡

平口縁

口縁部から4単位の縦位隆帯垂下

隆帯上瘤上貼付け、連続刻み

体部文様パネル文

区画内横位、斜位沈線充填

平口縁

顎部隆帯による方形区画

口縁直下、願部隆帯脇角押し文

隆帯上連続刻み

口縁部縦位直列円文、ジグザグ文

統位隆帝と渦巻き状の隆帯を交互に配し

4単位に区画隆帯腸キヤタピラ文、押

引きによるジグザグ文

無文部に輪積み痕残す

口縁部 1単位の山形突起

顕部鍔状隆帯

体部月ヽ破片のため歪み有りか

平口縁

日縁直下山形隆帯とこれから延びる円支配置

隆帯上連続刻み

山形隆帯区画内円文、三叉文充填

16026

縦位隆帯と渦巻き状の隆帯を交互に配し

4単位に区画隆帯脇キャタピラ文、押

引きによるジグザグ文

無文部に輪積み痕残す

第215図  16号住居跡出土遺物 (9)

-195-
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16号住居跡

口縁部 4単位の大把手

把手は2本の粘土紐を接合して作成

体都地文単節RL横位施文

口縁 1単位の把手

地文単節RL

16029

平日縁

単節RL縦位施文
内面丁寧に研磨

16030

口縁部 1単位の山形突起

口縁部直下に横位隆帝

隆帝上綾杉状刻み、交互刺突

地文単節 RL、 LRを ランダムに施文

平口縁

頸部にキャタピラ文、ジグザグ文

地文単節RL横位施文

第216図 16号住居跡出土遺物 (10)(S=1/4)
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呵6号住居跡

口縁部 4単位の突起

内 1カ 所を大きく突出させる

口縁部文様帝キヤタピラ文、ジグザグ文

地文単節RL横位施文

平口縁

口縁部下に隆帯貼付け

隆帝上綾杉状刻み、起点文として4カ 所に交互刺突

地文単節RL斜位施文

器内面研磨顕著

口縁部 1単位の環状突起

口縁部下に隆帯を巡らし刻みを施す

地文単節RL横位施文

口縁部 1単位の突起

突起から縦位に鎖状隆帯垂下

地文単節RL

16035

平口縁

口縁都下に2条の沈線を巡らす

体部に十字状に沈線を引き、その端末に更に沈線を付加

地文単節RL施文後一部擦り消し

底部敷物痕

口縁部欠落

体部に沈線により人体意匠 ?描出

地文単節RL縦位施文

第217図  16号住居跡出土遺物 (悧 )(S=1/4)

-197-
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16号住居跡

地文単節RL横位施文

16038

口縁部に単節RL
隆帝によるモチーフ貝古付け

隆帯脇キャタピラ文、押引きに

よるジグザグ文、竹管刺突文

6043

半球状の粘土塊貼付け後単節RL施文
指撫でにより幅広の渦巻き文施文

平口縁

地文単節RL横位施文

|

平口縁

削り取りによる円文

地文単節RL縦位施文

/                          16044

4単位の把手を想定

隆帝上に刻み

把手内面に小突起を付加し、刻みを付す

４‐６０

1

第218図  16号住居跡出土遺物 (12)(S=1/4)

-198-



16号住居跡

1            16045

体部パネル文

区画内短い単位の条線斜位施文

地文RL積位施文

底部付近横帯区画

体部パネル文

Ｉ
Ｉ
日
＝
開
い
ガ
可
ノ

内面炭化物大量付着

16047
胴中位以上欠損

体部パネル文

縦位隆帯上連続刻み、交互刺突

区画内斜位沈線、蓮華状刺突、単節縄文、三叉文充填

16050

底部付近横位楕円区画

体部地文単節RL縦位施文

|

平口縁

内外面黒色塗彩

器面研磨顔著

16051

第219図 16号住居跡出土遺物 (13)(S=1/4)
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16号住居跡

′ !

焼町類型

焼町類型

第220図  16号住居跡出土追物 (14)(16053～ 16059

-200-

1 1  16061

餞ノ
16059

東海系

10cm

6062

16065

焼町類型

0               5cm

繍| 綿 16058

焼町類型

16056 16057

S=1/4・ 16060～ 16065 S=1/2)



16号住居跡

―
― 、 オ

16067

器画研磨顕著

内外面黒色塗彩

器面研磨顕着

体都地え単節RL積位施文

第221図  16号住居跡出土遺物 (15)

-201-

(S=1/4)

10cm



16号住居跡

器面研磨顕著

16072

ヾ∋2/ /ち

16075

口縁部 4単位の小突起

口縁部文様帯山形、波状F■X帝

補修孔有り

口縁部 2条の沈線により擬隆帯化

交互刺突

第222図  16号住居跡出土遺物 (16)(S=1/4)

口縁部 4単位の小波状

波預部から「ノ」の字状の隆帯

文様帯内蓮華状刺突、円形刺突、

交互刺突等充填

-202-



16号住居跡

口縁部文様帯山形隆帝

区画内キャタピラ文

口縁部鎖状隆帯

輪積み痕残す

第223図 16号住居跡出土遺物 (-17)(S=1/4)

-203-
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16号住居跡

口唇部ヘラ刻み

地文単節RL
焼成前穿孔 2穴

口唇部内面 4単位の突起貼付け (1単位欠落)

突起部に三叉文

口縁外面に沈線、交互刺突、三叉文

16085

0            10cm

16086

円形、三角形透かし

0             5cm

(16084  S=1/4 ・ 16085'16086  S==1/2)

-204-

第224図  16号住居跡出土遺物 (18)



図
16094

16096

第225図  16号住居跡出土遺物 (19)(S=1/2)
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(り )

小形剥片石器

ハ     1
(旧石器 )

中形剥片石器

第226図  16号住居跡出土遺物 (20)(S=V2)

迩む15  ハt16

懇‖032

@{翁4 鶴も俄45

沸‖ ℃懸‖
18
癖‖
°
19

212

0     10cm

―

17

韓
欝 9髭ζ3ζ鋭42

饉

２０

％

２

鯵中悪
202

#艘 #□ 緯{鯵除

忠忽勃才 簿‖蛾106

211

第227図  16号住居跡出土石器一覧 (1)(S=1/4。 1/8)

鰻¶ヽ9 ↑尉‖悪

9‖¶鰻

勧鬱母雪

101
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16号住居跡

中形剥片石器

ω
２
飴
藝

娃
２‐４
／
２‐８
□

は

２３０

℃

２３４

�

Ⅱ

≦
�
論

∝{∂
２‐３　　　卒⌒約『弩　２‐

221

＠
聰

鯵鵞姶

鰻母甥

淵
制
Ⅷ

周

Ｍ

ＩＩＩ

円

判

凸
蛾
映

一

内
Ｍ
‐――
悧
卿
Ψ

に〈懸

‖¢中以

」緯《¢ ↓鰯小鯵 ‖¢‖姥

鰯q域
3

鯵懲員馴

0     10cm

姶守℃ ⅧθⅧ

第228図  16号住居跡出土石器一覧 (2)

t舟摩
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‖u‖厩

247

(S=1/8)

ⅧO鰯唸

∞韓鰻 離鯵靴鰯

中にゆ緯 圃ぐ鰯

鯵

　

鰯

中
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∞

　

絢|‖ Q�

は輪』
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16号住居跡

中形剥片石器

粉‖韓∞ ¢廿逸

露‖姶‖ ⑫椰鰯

251

域‖院鶏 堆鰻#吐 ℃中の
'域

埠爺

に‖Ⅷ‖
2“ ∫院‖℃2銘

∞印斡
2“  |∞ {縁 2“  秘韻峠緯27 Jホ●2鶴

峨ψ鋤 1懸‖函 鰯8姐

⑩)。 2お 鯵〈‖勲 ∞む働″6

ｍ

２

□∩田脚Ｖ 鰻忠鵜 にO勘“中◇‖a77

�Iほ:  Ⅷ‖』3 恥{q解
第229図  16号住居跡出土石器一覧 (3)(S=

留ハ刊
リ

冒

　

‐／８，

中鰯小韻
2和

鯵∫巖

@
a低
281

0     10cm
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血凸血
-20

大珠類

―
④ f紗 ③
O0    29

肉

螂

Ｄ

　

　

鍋

Э

鰯一鵞

姶

他

齢
脚國

／

園
潮

・量

２

磁
悶
硼
劇

６

（い中ｕＨ］『『］］］］］）部

輔
珊
國
Ｄ

は
Ｍ
Ｄ
３

角
鯛
通
８

鰹:

ｗ
餓
ｏ
餌

0   20cm

―

第230図  16号住居跡出土石器一覧.(4)(S=1/8`1/46).
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司7号住居跡

口縁部 2単位の突起

一方はジヨッキ状に把手を付加、他方は隆帯を楕円形に貼付け

体部はこの間に三又文を起点とし隆帯を垂下

地文ペン先状工具の連続押捺

口縁部推定 4単位の小波状

波頂下に縦位隆帝貼付け

地文単節LR縦位施文

第231図  17号住居跡出土遺物

地文単位を有する条線縦位施文

口縁部推定 2単位の突起

突起下ミミズク状犯手を起点とし組紐状隆帯貼付け

端末にもミミズク状突起貼付け

突起間に対向U字状 (下方は円形を呈する)

モチーフ内円文、W字状文

モチーフ4単位

17004

-210-

1)(S=1/4)



17号住居跡

平口縁

口縁部撫でにより摘み出す

体部地文単節 LR積位施文

17006

体部地文撚り糸文R縦位施文

隆帝による区画

一部鎖状隆帝

区画内沈線充填

底部に赤彩の痕跡

1               17009

口縁部推定 1単位の把手

突起はミミズク状を呈する

器

　

鰯

Ｍ
　

箪

鞠

勃
◎―

⑭
鬱

第232図  17号住居跡出土遺物 (2)(S=1/4)

鉤
⑧
ｏ
３６

第233図  17号住居跡出土石器一覧 (S=1/8)

-211-

0     10cm
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第234図  13号住居跡出土選物 (S=ヤ4)

第235図  18号住居跡出土石器一覧 (Sと 1′8。 1/16)

櫛
∞
毯
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19号住居跡

口縁部 4単位の突起

突起部は鎖状隆帝縦位射付け、

顕部横位隆帯と連絡し口縁部文様帯を構成

胴下半に沈線 2条施文

口縁部 4単位の突起

突起下から縦位隆帯貼付け、

頭部横位隆帝と連絡し回縁部文様帯を構成

胴下半に波状隆帯、その上部に条線施文

1単位の大把手

把手正面に玉抱き三叉文

頭部鍔状隆帯

4単位の突起

突起と頸部横位隆帯を結び玉葱状の区画

区画内縦位条線

体部地文単節RL横位施文

第236図  19号住居跡出土遺物 (1)
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19号住居跡

体部地文撚り糸文R縦位施文後指

撫でにより磨り消しモチーフ描出

|

|  

′

地文撚り糸文L縦位施文

19010

19007

1単位の大把手

正面観は三角形の把手の脇に円文を配し、

横位には渦巻き文を三叉文で抱え込む

4単位の小突起

突起下ミミズク把手か

二次焼成顕著

19011

口縁部 1単位の突起

突起下から縦位隆帯垂下

口縁部文様帝対向U字状隆帯射付け、

この間に縦位隆帯貼付け

口縁部に2条の波状隆帯をずらして

貼付け、菱形の区画連続

1カ所のみ縦位隆帯垂下

地文単節RL縦位施文

第237図  19号住居跡出土遺物 (2)

誓

V∈

-214-

(S=1/4)
0             10Cm



19号住居跡

地文単節 LR横位施文

19012

0 10cm

円形 2個 1単位と菱形の

透かしを交互に配する

外面黒色研磨顕著

19016

‰√1蜘
平出ⅢA

0

0            10Cm

0             10Cm

癬中9
0            10cm

帯 》
⑬

297

0     10cm

―

◎ 図

И

小形剥片石器

典‖20  為‖劉

中形剥片石器

第238図  19号住居跡出土遺物 (3)(19012・ 19014'19015 S=V4・ 19013・ 19016 S=1/2)

§{酌 46 域θO引 急ぐΘ酪

汲‖な郷 斡 #握∽ ○〈鐘
)趨ぐ暁 墾 乾

Ⅷ 鯵

第239図  19号住居跡出土石器一覧 (1)(S=1/4)

に 規
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等

-      295

!鯵¶∽キ
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(苺N鋲け」 99  ‖じ弘昨准魏。。縦∪¶∞ 〕鰯10

磯¶餞31はキ魁4↓に|は 3“ )は拿は3∽ 掛傘℃傘

域中綾8 θ鰯中魁∞ 0申に  ↓鵜くに 鯵qに310                      311                    312

の予③  堪‖&

磨石類 (大 )

20号住居跡

鯉
め

9。  申 cm

第240図  19号住居跡出土石器一覧

け排り  の∫の
316

磨石類 (小 )

⑬―
σ 40

0     10cm

―

19号住居跡

中形剥片石器

骸§駕

鰍
鶴
∪

ｍ

帥

脚

脚

Ψ

隠Ⅷ
３‐５
　
攀
緯
閣

〔陶鰤醜吻親

は

３‐

ｎ
ｍ
榊
期

繍
麟

Ａ
Ｍ

脚
リ

鍮

悧

圏

膠

３

厩
ｎ
ｌｌｌ
円
――Ｉ
Ч

(2) (S=1/8・ 1/16)

10cm

棒状工具による縦位研磨

20001

第241図 20号住居跡出土遺物 (S=1/4)
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5号土坑

中形剥片石器

39号土坑

磨石類 (小 )

⑧―
(〔:;I〔:ど)41

51号土坑

中形剥片石器

60号土坑

にθ斡

52号土坑

'             1                0014

平口縁

口縁部文様帯山形隆帯

隆帯区画内縦位沈線、連続刻み、三叉文等充填

隆帯下円文

体部地文単節RL横位施文
グリッド出土遺物と接合

磨石類 (小 )

0            10Cm

59号土坑

中形剥片石器

0     10cm

回縁部に4単位の突起有りか

体部 4単位の縦位隆帯

隆帯上連続刻み、交互刺突

隆帯間を「コ」の字状にキャタピラ文、

三角押しによるジグザグ文

体部指頭圧痕残す 9 10cm

58号土坑

65号土坑

餞1嘲

院箪燭
に

ヽ

爺
以

0     10cm
340     L==========」

第242図  5・ 39。 51・ 52・ 58～60。 65号土坑出土遺物 (S=1/4・ 1/8)

趨昨℃

中形剥片石器
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66号土坑

67号土坑

68号土坑

0017

口縁部 l単位の大把手

底部突出

体部地文単節RL横位施文

第243図  66～ 68号土坑出土遺物 (S=1/4)

平口縁

口縁部 2条の横位隆帯

以下波状隆帯、横位楕円区画文 2段

0018

-218-
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72号土坑

74号土坑
中形剥片石器

92号土坑

口縁都 1単位の大把手

把手部欠落

顎部隆帯の三角形状の貼付けを起点に体部の隆帯貼付け

パネル文を構成

区画内キヤタピラ文、蓮華状文、三又文

≦ 込
器

325

0     10cm

88号土坑
中形剥片石器

器

ふ

》

３２

嚇
劇

78号土坑

崎
醐

―――
―――

――‐
側

―キ‐
―キ‐

――ｌ
υ

鉤辺
Φ
¶‖韻342
0     10cm

―

平口縁

口縁部地文単節RL横位施文
体部サンショウウオ状文

輪郭を粘土紐貝占付けにより表現

その外形をキャタピラ文、沈線によるジグザグ文で囲続

モチーフ内三角押し文、三又文

第244図  72・ 74・ 78・ 88。 92号土坑出土遺物 (S=1/4・ 1/8)

戸
―

一―
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96号土坑

中形剥片石器

◇ ?◇
330

口縁部 1単位の突起      0° 22

器面研磨顕者

△

の

鍵

３４

〔

―――

‐――

リ

ぬ

0        10cm 円形透かし

単位不明

口縁部 1単位の突起

突起下に菱形の印刻

突起下から隆帯が延びる

地文単節RL
器面摩滅顕者

0            10Cm

］”萌卿卿蜘硼
125号上坑

艤1紗
323

0     10cm

―

10cm

97号土坑        103号 土坑
中形剥片石器

は|〇  と企ヨ色
321                              0024

孤
鬱

Ｑ
115号上坑

中形剥片石器

態ゆ@
331

0     10cm

―

平口縁

体部に大きく1単位の縦位矢羽根状沈線

二次焼成により器面荒れ顕著   0

0     10cm

―

50

第245図 96。 97・ 103・ 115。 116・ 125。 127号土坑出土遺物 (S=1/4・ 1/8)

鶴中鯉
320

0     10cm

―

磨石類 (小 )

1           42

/⌒＼

鉤Ｏ
①
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＝

３４

147号上坑

|

1単位の大把手

口縁部下幅広の半隆帯を交互押捺に

頸都鍔状隆帯

151号土坑

磨石類 (小 )

125号土坑

口縁部 1単位の突起

地文単節RL枝位施文

141号土坑

0     10cm

より波】犬か

152号土坑

152号土坑

0030
|

0             10Cm

中形剥片石器

47

0     10cm

―

口縁部 l単位の山形突起

突起正面に渦巻き文、三叉文

体部パネル文

区画内キャタピラ文、ジグザグ文等充填

翔陶賜鬱３　〔

隠
問
側
Ч

　

　

ぐ

ゞ

嫌

⑤
Ｏ

隆帯上ヘラ刻み、棒状工具押捺

0031

0            10cm

1/4 ・ 1/8)147"51・ 152号土坑出土遺物 (S=1/2

-221-

男246図   125。 139・ 141



157号土坑

167号土坑

平口縁

口縁部文様帯斜位平行沈線により菱形区画

体部中位に「 )」 状の区画

地文単節RL横位施文
4号住居跡、グリッド出土遺物と接合関係

鯉{勘 324
0     10cm

167号土坑

顕部鎖状隆帯

体部地文単節RL斜位施文

口縁部 4単位の波状

波長部から隆帯により菱形区画

頸部に2本の鎖状隆帯貼付け

体部地文単節RL横位施文

0             10Cm
第247図  157・ 167号土坑出土遺物 (S=1/4・ 1/8)

蹴 畿髯笹
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167号土坑

顕部鍔状隆帯

体部パネル文

縦位隆帯上綾杉状刻み

５

３５

動
＝
∝中は355 蔭‖爺356

0     10cm

―

0            10Cm

中形剥片石器

Ω忠ぬ
327 け蝿橡  國4繊

351                       352
ｍ０ ‐ＯＣ

一

第248図  165・ 167号土坑出土遺物 (S=1/4・ 1/3)
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171号土坑

口縁部大きく張り出したキャリパー形

口縁部隆帯により腕状モチーフ

胴下半部に櫛形文

中形剥片石器

平口縁

地文単節RL横位施文

第249図  171'132号土坑 。遺構外出土遺物 (S=

359

0     10cm

10cm

0042 (C-7G)

⊇萎以∝
182号土坑

中形剥片石器

¢d∝ 0     10cm

―

1        0043 (D-5G)

体部パネル文

区画内横位沈線施文後渦巻き文、三叉文

沈線深い

底部付近横帯区画

隆帯に沿つて粗維な三角押し連続

体部縦位沈線充填

0044 (E-3G)

0            10Cm
1/4 ・ 1/8)
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7

0053(D-5G)
焼町類型

第250図 遺構外出土遺物 (0048・ 0049 S=1/4 ・ 0045～ 0047・ 0050-0054  S=1/2)

ヽ
ほ
焼町類型

指撫で調整

土鈴か0046 (C-5G)

5cm

ヽ
~夢

焼町類型
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1号上坑

170号土坑

160号土坑

平口縁

沈線による蕨手状懸垂文

棒状工具による単位の長いハの字文

平口縁

沈線による懸垂文
′/    

懸垂部下部に沈線による逆U字状文、

0057

・ 160。 170号土坑出土遺物 (S=1/4)

-226-

砲弾型の器形

体部上半に指撫でにより渦巻き文、楕円文

口唇部、モチーフ内単節RL充填

10cm

蕨手状文

0

第251図  1

10cm



地文単節RL縦位施文
後擦り消し、縦位沈線

160号土坑

体部縦位沈線文

脚台部三角形透かし

0059(B-4G)

0            10Cm

161号土坑

悦 0061                0062

0060(D-3G)

0

0065 (2号溝)

♭ガ
0068

攀,
0069(C-4G)

‖
0070(C-3G)

0063(D-9G)

脚台に透かし4単位か

体部地文縦位沈線文

149号土坑

0064 (F-3G)

0074 (C-4G)

164号土坑         160号 土坑

0071(D-7G)

0072 (11]挿 子)                0073                                       1 ,

0075 (C-3G)        0076 (D-7G)

呵6J号土坑

0079       0             10Cm

第252図  140。 149。 160。 161・ 164号上坑・遺構外出土遺物 (S=1/4・ 1/8)

0066 (E
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14号住居跡 I,  164号 土坑

160号土坑 164号土坑 149号土坑1号土坑

31号土坑 1号土坑

轟箱‖
160号土坑

Ⅷ
た 94

中／

0095(E-2G)

25号土坑

0096(D-6G)

164号土坑

緯〃
0098(D-6G)

31号土坑

第253図 遺構外出土遺物 (S=1/4)
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解
６
０
４９

深
③
Ｑ

164号土坑

中形剥片石器

爺OЮ
350 ⑩―

044

169号土坑

中形剥片石器

鯵09
853

絵

３

禽
緞 鰯鼎Ⅷ

0    10cm
第254図  149。 160。 161・ 162'164・ 169・ 170号土坑出土石器一覧 (S=1/8) ~

平口縁

頸部雷文

体部地文単節RL縦位施文

0111(3号住居跡)

第255図 遺構外出土遺物 (S=1/4)
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0112

館釉碗・瀬戸美濃系か

0115 (E-lG)
在地系内耳

σ-7G)
0113 (6号溝)

155号土坑

0114(1号住居腕
瀬戸美濃系仄釉鉢

10cm

5cm

55号土坑

- 01

0117

第256図  近世遺物 (0112～ 0115 S=1/4・ 0116・ 0117 S=34)
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第 1表 遺構別石器組成表

検出位置 石 鏃 石錐 石匙 不定形 Rf Ul 原 石 石核 両核 楔 両剥 小形計 打斧類 磨 斧 小形磨石類 大形磨石類 石棒 特殊 大形計 合 計

SBl 2 3 1 4 3 1 1 3 7 53

SB2 1 1 2 1 2 2 8 4 2

SB 3 4 2 6 1 1 4 23 1 3 42 65

SB4 1 1 1 2 54

SB5 7 1 8 8

SB 6 1 1 1 7 7 14 17

SB 7 司 刊 5 1 2 18

SB8 1 1 1 1 1 司 5 32

SB 9 1 1 4 2 34 1 13 呵

SB10 1 1 1 3 4 2 14 17

SBll 0 2 1 1 1 5

SB12 1 1 4 4 1 呵 1 呵 9 1 27

SB13 1 2 呵 3 7 8 6 1 25

SB14 3 1 3 1

SB15 0 4

SB16 1 4 3 3 16 7 84 5 4 2 153

SB17 1 2 1 3 4 7

1 3 3

2 3 1 30 1 2 2

1土坑 12 14

5土坑 1 1 1

7土坑 珂 1 1

20土坑 0 1 1 1

22土坑 0 1 1 1

39土坑 0 1 1

51上坑 0 1 1 1

58土坑 1 1 2 2

59土坑 1 1 1

65土坑 2 2

72二L七た 2 2

78土坑 司 1 2 2

88土坑 1 1 1

96土坑 2 2 2

97二Ltt 1 1 1

103土坑 3 1 1 3 7

115土坑 1 1

116土坑 1

125土坑 1 1

127土坑 1 2 2

139土坑 1 1

145土坑 1 J

147土坑 ヽ 1 1

149土坑 刊 1

157土坑 珂 1

161土坑 2 3 3

162二 Li花 1 1 J

164土坑 1 2

165土坑 1 4 4

167土坑

169土坑 1 J 」

170土坑 2

171土坑 2 2

182土坑 1 1 1

合 計 4 24 3 21 42 212 358 24 98 32 刊 5 518 730
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第?57図 遺構分布図 中期中棄 (S‐ 1/500)
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第258図 遺構分布図 中期後葉 (S=1/500)
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第259図 遺構分布図 近世以降 (S〓 1/500)
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3 調査の成果と課題

調査の概要でも述べたとおり、本遺跡では縄文時代中期中葉の馬蹄形集落がほぼ完全な形で調査されている。

現在までこの地域では多 くの中期中葉の遺跡が調査されてきたが、集落のほぼ全体が分かるような調査、あ

るいは集落の経営期間が比較的短 く集落の構造がモデル的に把握できる例はほとんどなかった。このような

状況から今後この調査の成果が各種の分析に用いられるものと期待 しているが、ここでは作業を通 して気が

付いた幾つかの点を指摘 しておきたい。

中期中葉集落の群別と廃棄行動

この集落では調査区西側が農道により既破壊・調査不能であつたり、あるいは調査区中央やや北寄 りに田普

請により掘削・破壊されている部分がある。また、この調査地点の北側についても山林のため状況が不明で

はあるものの C・ D-1区 の様子を見ると遺物の分布が途切れること、岩盤が浅い位置から見られることか

ら居住に適した地点とは考えられない。以上からは本来の遺構の分布はまだ若千の広が りを見せる可能性は

あるものの、この調査の成果の見直しを要するものとは想定していない。

このような状況から住居跡の分布の途切れた部分にかなり恣意的ではあるが大別の線を引 くことが可能で

ある。即ち北群として 1、 2、 3、 17、 18、 19、 20号住居跡の 7軒を、南群として 4、 5、 6、 7、 8、

9、 10、 11、 12、 13、 14、 15、 16号住居跡の 13軒を想定したい。中央の土坑群については明確な根

拠を示 し得ないが概ね 104号土坑と 118号土坑の間と、90号土坑と92号土坑の間を結ぶ線により北群と南

群に群別が可能であろうか。

この群別した両者を比較すると、住居跡の数で北群姑南群が約 112の 比率となり、南群が優勢となる。

また、細別時期毎に見ていくと I期 とした 5、 8、 12号住居跡、Ⅱ期とした 9、 15、 16、 更にⅢ期とし

た 4号住居跡も南群に位置している。但 し、土坑については北群にもこれらの時期のものが含まれる上、Ⅳ

期以降と判断した 1、 2、 3号住居跡からも他の時期の遺物に混 じつてこれらの時期の遺物が出土 している。

先に述べたとおり、時期複合の遺物の出土 した場合、住居跡の帰属時期は主体となる時期、あるいは新 しい

段階のものと判断しているが、その住居そのものの経営期間の長短は不明と言わぎるを得ない。ここで遺物

の出土状況を確認しておくと、これらの住居跡の中では 1号住居跡に拡張の痕跡が明らかであり、その経営

期間は一定の幅を有することが明らかである。しかし、 01002、 01003、 01005、 01006等の出土状況

を見ると覆土上層からの出土であることを注意しなくてはならない。同様に 2号住居跡についても02001、

02003等 が住居床面直上からの出土であるものの、その他の時期の上器も同様にほとんどのものが床面直上

の出土であること、3号住居跡については 03015がやや浮いた状況で、03022は他のものと一括で吹上パ

ターンで出土 している。このような状況からはこれらの遺物を積極的に 1～ 3号住居跡に帰属させる理由は

見出せない。以上からは斜面上位に位置する北群の住居跡に、斜面下部の住居に居住 したⅣ期以降の人々が

それ以前の土器を拾い集めて廃棄行為をあえて行ったことになるが、このような行為をあえて行わなければ

ならなかった合理的な理由が考えられない。

具体的に遺構間の接合関係を見るとその事例は石器を含めて 21例ある。しかし、ここで北群、南群とした

範囲を超えて接合 したのは 16076の 1点のみである。もちろん遺跡に残された遺物を全部採集できたとは考

えられず、また、個俗識別する能力の問題等からこの数字が確定的な数字でもないことは明らかであるが、
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この事実から北群、南群を超える廃棄行為が皆無ではないものの、日常的に頻繁に行われたものとは考え難

い状況である。この事象から南群に居住 した人々の北群への廃棄行為は積極的に首肯できない。以上からは

自身の経験則からは否定的に捉えているものの、先の所見とは異なるが予想以上に集落が広がる可能性が否

定できない一方、あるいは痕跡は残されていないものの、いわゆる竪穴住居跡ではない、痕跡のほとんど残

らない簡便な居住形態が北群に存在 し得たと考えるべきなのだろうか。後者の場合でも遺物の保有形態等大

きな問題が派生することとなる。今後更なる分析作業が必要となろう。

住居跡の主軸・入口方向・炉の正面観

今回の調査では遺構の複合が少なく、住居の構造がおおよそ把握できるものがあり、それらについて簡単

に触れてみたい。

入口方向については主観的な部分は否定できないが、主柱穴の巡る位置からズレて、規模的にもこれらと

異なる入口施設と推定できる施設が検出された例として 2、 9、 12、 13、 16、 19号住居跡が、また、造

出しのベッド状遺構の途切れから入日が推定できるものに 1、 15号住居跡がある。また、明確な痕跡では

ないが柱穴間が広がることにより入口方向の推定できるものとして 3、 5、 7、 14、 20号住居跡が挙げら

れよう。また、何ら施設は認められないものの主軸方向に入口が推定できるものとして 4、 8号住居跡を挙

げる。これらと主軸方向 (長軸)と の整合性を見るとほぼ整合するものとして 2、 4、 8、 9、 12、 13、 14

号住居跡が挙げられる。これらには時期的な偏向性は認められず、この集落のほぼ全時期を通して普遍的に認

められる形態と考えられる。但 し、これらについても炉の正面観との整合性を見るとほぼ一致するものとし

て 4、 8、 12、 13、 14の各住居跡が挙げられ、 2、 9号住居跡についてはズレが見られる。石囲い炉の正

面観は住居内部の空間構成を規制するものと考えられることから今後注意 していきたい。

また、入口施設として対ピットのみられた 13、 16、 19号住居跡については入口施設として張出しを持つ可

能性があるし、同様にベッド状の遺構を有する 1、 15号住居跡にも張出しを有する可能性を指摘しておきたい。

石棒 。石柱

本遺跡で石棒の出土した住居跡として 2、 11号住居跡が、石柱の出土したものとして 1、 9、 11、 13、 15

号住居跡がある。この内 11号住居跡の石棒については炉石への転用である。出現位置を見ると1号住居跡は

造出しのベッド状遺構直上、2号住居跡の無頭の大型石棒は入口側の柱穴上、9号住居跡は炉奥壁寄り東側

に偏在した床面直上から、11号住居跡は住居奥側柱穴の奥壁寄りに、13号住居跡では入口施設対ピットに

掛かったものと住居中程の主柱穴に掛かったものが、15号住居跡では造出しのベッド状遺構の先端部という

よりも柱穴に掛かって出土している。

これだけの出土例で一般的な傾向を導き出すことは不可能ではあるが、若干の例外を除いて柱穴の位置に

近い状態で床直から出土している事が指摘される。本調査の住居跡の柱穴の半我調査では柱材もしくは柱痕

を残した状態で検出された例は無く、このことからは主柱もしくは入口施設の柱に先せ掛けて、あるいは括

り付けられたものが、柱材抜き取り後そのまま放置された状態が想定できようか。その際、石棒と石柱には

明確な機能分化は存在しないと考えられる。また、その居住空間に占める位置にはばらつきがあり、今後に

課題を残す。

更に先の集落の群別によると北群に 1、 2号住居跡、南群に9、 11、 13、 15号住居跡があり、やはりここ
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でもその出現率は住居総数に比例 し北群 1対南群 2と なる。なお、細別時期毎の出現率等については再利用

等の問題もあり有効な情報とは成 り得ない。今後更なる事例の集積、その検討を踏まえた有効な分析手法の

確立が必要となろう。

石囲い炉掘方の被熱範囲

本調査において検出された住居跡の石囲い炉について、その掘方まで被熱赤変の認められるものが幾つか

あり注目される。 1、 3、 9、 13、 14、 15、 16号住居跡がそれで、この内 16号住居跡のみ炉床部の地山

被熱赤変が顕著であるが、他については炉床部の被熱の痕跡は明らかではなかった。これらからは炉の使用

形態についても改めて検討する必要があることと、炉の掘方、石囲い炉の炉石の下部まで被熱赤変していた

ことはいわゆる煮炊き等一次的使用に係わる以外の何らかの当時の人々の行為を想定する必要がある。

ここで着目しておきたいのが当地域の縄文時代中期後葉、曽利式期の炉の形態、石囲い炉の他に地床炉状

の焼土跡が見られるもの (1)である。これについては別校 骸)で も検討 しているが、当地域では曽利 I式期か

ら終末の曽利 V式期まである程度の比率で普通的に認められ、曽利式の古い段階ほど石囲い炉に近接 して見

られる傾向にある。この祖形として明らかに石囲い炉掘方内部まで被熱赤変した今回調査事例のような形態

を想定 しておきたい。

その行為の内容については現況では明確にできないが炉を構築する段階、あるいはそれに先行する祭祀的

な要素が指摘できようか。別校においても曽利式期の変遷を把握しつつ推論を述べたが、今後の類例の増加

を待ちつつ検討を重ねていかねばならない。

(1)山本の主張する石囲い複式炉である。但し、その概念規定、用語の使用については問題がある。

山本茂樹

(2)伊藤公明

1995「 1号住居跡の炉について」『日影田遺跡』山梨県埋蔵文化財センター調査報告第 100集

2002「曽利式期の地床炉状焼土跡について一人ヶ岳南麓を中心として一」『日々の考古学』

東海大学考古学教室開設 20周年記念論文集

釣手上器 とその出土状況

今回の調査で 14号住居跡より釣手土器 14008が把手が欠損したのみでほぼ完存する状態で出土している。

この土器については既に幾つかの文献 (1)に より紹介されているので参照願いたいが、施文技術や手法からは

藤内式の古い段階に製作されたものと考えられる。但 し、他に出土した土器はこれよりも新 しい段階、井戸

尻式期のものと判断される。また、その出土状況については先の遺構観察所見に述べたとお り、14号住居跡

は消失家屋の可能性があり、この釣手土器以外のものには二次焼成の痕跡が顕著であった (む しろこの釣手

土器と二次焼成の顕者なものを使用時の一括土器と認めたい。その際に先にも触れたとお り、日常の土器の

保有形態という問題も派生するが、今後の資料の蓄積を待って論じたい。)が、当該土器には使用によると考

えられる器内面の二次焼成、炭化物の付着は顕著に認められるものの住居焼失に伴うと考えられる器外面の

二次焼成は顕著には認められない。ここでは当該土器がほぼ床面直上の出土で、流れ込みでは有 り得ない状

況であることからこの土器が何 らかの理由により伝世 したと考えたい。その際、二次焼成をほとんど受けな

かった点については今後実験的手法等により検証が必要と考えられる。

なお、本例では把手は故意に打ち欠かれたものと考えられ、逆に釣手土器の把手のみを保有 した例として

10号住居跡出土の 10007が考えられる。
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また、土器の編年研究的な視点からは、今回調査の 14008や長坂町酒呑場遺跡②例、須玉町下平遺跡③

等北巨摩地域にはその成立段階の釣手土器が分布しており、今後この器種の生成過程を明らかにする上でそ

の位置付けを十分検討する必要があろう。

更にこの器種の機能、用途を考察する上で使用の痕跡が明らかな 14008の事例は重要な意味を持つものと

考える。今報告には間に合わなかったものの現状でできる自然科学的分析、あるいは今後の非破壊調査、分

析の進展により可能な分析を導入しつつその使用の実態に迫りたいと考える。

(1)新津 健 1999「縄文中期釣手上器考」『山梨県史研究』 7

諏訪市博物館   1999『縄文土器のふしぎな世界第二章―中部高地の釣手上器展―』
(2)山梨県埋蔵文化財センター  1997 『酒呑場遺跡』山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第135集
(3)新津氏のご教示による。文献は 山路恭之介  1998「下平遺跡」『須玉町史 資料編 第一巻 考古・古代。中世』

焼町類型の土器

本遺跡では小破片ではあるが焼町類型の上淋が出土している。本県で調査による当該土器の出土は須玉町

の西川遺跡 (1)以来 2例 目となるものである。近年当該土器の変遷観が示され②、その変遷観によれば03042

は棒状工具による角押文が見られ、新巻類型のものとなる可能性も指摘される③が、それ以外については小

破片のこともあり明確な判断は困難ではあるものの概ね藤内式に共判する範疇のものと考えられる。

山梨県域では昭和50年代後半以降の中央自動車道整備やこの峡北地域で実施された圃場整備事業に伴う大

型開発、その後の各種開発事業に伴い実施された発掘調査により資料の蓄積が図られてきたにもかかわらず

焼町類型の土器の出土例はこの 2例以外には大泉村寺所第 2遺跡
“

)例、長坂町酒呑場遺跡

“

)例があるのみ

である。即ち現状では山梨県内での分布状況を見ると極めて限定的にしか分布せず、しかも峡北地域に限り

分布することになるが、同時期の大規模な集落の甲ッ原遺跡

“

)や海道前 C遺跡υ)等には見られない。今後

も注意して分布動向を把握する必要があろう。

また、外来系の土器として焼町類型のもの以外にいずれも小破片ではあるものの平出ⅢA他東海系のもの

が認められた。

(1)調査報告書に実測図の提示なし。今福利恵氏のご教示による。

須玉町教育委員会 1988『西川遺跡』

(2)寺内隆夫 1997「川原田遺跡縄文時代中期中葉の上器群について」『,|1原田遺跡一長野県北佐久郡御代田町

川原田遺跡発掘調査報告書―縄文編』

(3)長谷川福次氏のご教示による。

(4)伊藤公明 2001「寺所第 2遺跡T-37号住居跡出上の上器」『八ヶ岳考古一平成12年度年報―』

(5)山梨県教育委員会他 1997『酒呑場遺跡 (第 1・ 2次 )一酪農試験場増・改築工事に伴う発掘調査報告書― (遺構編)』

山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第135集

猪股喜彦     1996『 縄文の舞―第8回特別展土器に描かれた人條形象文の世界一』釈迦堂遺跡博物館 :

(6)山梨県教育委員会他 1994『甲ッ原遺跡 I』 山梨県埋蔵文化財センター調査報告第96集

山梨県教育委員会他 1996『甲ッ原遺跡Ⅱ』山梨県埋蔵文化財センター調査報告第114集

山梨県教育委員会他 1997『甲ッ原遺跡Ⅲ』山梨県埋蔵文化財センター調査報告第144集

山梨県教育委員会他 1998『甲ッ原遺跡Ⅳ』山梨県埋蔵文化財センター調査報告第145集

大泉村教育委員会  1994『甲ッ原遺跡第6地点。第7地点』大泉村埋蔵文化財調査報告書10集
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ふ り が な こべいしだい 4いせきⅡ
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副  書  名 平成 4年度埋蔵文化財発掘調査報告
シ リ ー ズ 大泉村埋蔵文化財調査報告書 16集

著 者 氏 名 伊藤公明

発  行  者 大泉村貌育委員会
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印  刷  所 ほおずき書籍 (株 )

発  行  日 平成14年 3月 31日

古林第 4遺跡
所在地 山梨県北巨摩郡大泉村西井出2466番地他

1/25,000地 図名・位置・標高 1谷戸 1北緯35° 51' 東経138° 24' 標高870m

概

要

調査面積 4,458m

調査期間 平成 4年 7月 1日 ～平成 4年 9月 27日

主な時代 縄文時代中期中葉

主な遺構 縄文時代中期中葉 住居跡20軒 土坑178基  ピット約60基

主な遺物 縄文土器 石器 土偶 石製垂飾 陶磁器 古銭

特記事項 縄文時代中期馬蹄形集落 ヒスイ製品
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